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国
交
省
で
は
︑政
府﹁
我

が
国
の
物
流
の
革
新
に
関

す
る
関
係
閣
僚
会
議
﹂
が

づ
き
︑
５
年
７
月
に
全
国

１
６
２
名
体
制
の
﹁
ト
ラ

ッ
ク
Ｇ
メ
ン
﹂を
設
置
し
た
︒

令
和
５
年
６
月
に
決
定
し

た
﹁
物
流
革
新
に
向
け
た

政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂
に
基

　

ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
の
主

な
活
動
は
︑
次
の
通
り
︒

① 

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

に
対
す
る
電
話
調
査
や

訪
問
調
査

② 

荷
主
へ
の
パ
ト
ロ
ー
ル

（
荷
待
ち
状
況
の
現
地

確
認
等
）

③ 

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

・
荷
主
に
対
す
る
説
明

会
︑
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン

に
つ
い
て
の
チ
ラ
シ
配

布
④ 

高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
・
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
や
︑
ト
ラ
ッ
ク

タ
ー
ミ
ナ
ル
︑
ト
ラ
ッ

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
へ

の
ヒ
ア
リ
ン
グ（
写
真
）

　

ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
は
︑

こ
れ
ま
で
に
荷
主
等
に
対

し
て
１
０
９
１
件
の
法
的

措
置
（
勧
告
・
要
請
・
働

き
か
け
）
を
実
施
す
る
な

ど
︑
荷
主
等
へ
の
是
正
指

導
に
対
し
着
実
に
成
果
を

上
げ
て
き
た
︒
荷
主
等
に

よ
る
主
な
違
反
原
因
行
為

は
別
掲
の
通
り
で
︑
行
政

指
導
の
対
象
と
な
っ
た
荷

主
等
に
対
し
て
︑
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
を
継
続
す
る
と

と
も
に
︑
改
善
が
図
ら
れ

な
い
場
合
は
さ
ら
な
る
法

的
措
置
の
実
施
も
含
め
︑

厳
正
に
対
処
し
て
い
く
方

針
を
示
し
て
い
る
︒

　

国
交
省
で
は
︑
11
月
・

12
月
の﹁
集
中
監
視
月
間
﹂

を
前
に
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
・
物

流
Ｇ
メ
ン
﹂
へ
の
改
組
と

体
制
の
拡
充
を
発
表
し

た
︒
概
要
は
図
の
通
り
で
︑

荷
主
等
に
向
け
た
対
策
の

実
効
性
を
さ
ら
に
高
め
る

こ
と
が
ね
ら
い
︒

　

新
体
制
始
動
後
と
な
る

11
月
・
12
月
に
は
︑
昨
年

に
引
き
続
い
て
Ｇ
メ
ン
に

よ
る
﹁
集
中
監
視
月
間
﹂

を
実
施
し
︑
プ
ッ
シ
ュ
型

の
情
報
収
集
等
に
よ
り
︑

適
正
な
取
引
を
阻
害
す
る

疑
い
の
あ
る
悪
質
な
荷
主

等
に
対
す
る
監
視
を
強
化

す
る
︒
さ
ら
に
︑
荷
主
︑

元
請
運
送
事
業
者
等
に
対

し
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
が
関
係
法
令
を
遵
守
し

て
事
業
を
遂
行
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
︑
荷
主
等

が
配
慮
す
る
こ
と
の
重
要

性
に
つ
い
て
理
解
を
得
る

た
め
の
周
知
・
協
力
要
請

等
の
活
動
を
行
う
こ
と
に

し
て
い
る
︒

　

国
交
省
で
は
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
に
対
し
て
︑

違
反
原
因
行
為
を
行
っ
て

い
る
悪
質
な
荷
主
等
に
関

す
る
情
報
の
提
供
を
呼
び

か
け
て
い
る
（
二
次
元
コ
ー

ド
）︒

　

国
土
交
通
省
は
11
月
１
日
︑
令
和
５

年
７
月
に
発
足
さ
せ
た
﹁
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ

メ
ン
﹂
に
つ
い
て
︑
物
流
全
体
の
適
正

化
を
図
る
観
点
か
ら
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
・

物
流
Ｇ
メ
ン
﹂
に
改
組
し
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
に
対
し
て
違
反
原
因
行

為
を
行
っ
て
い
る
疑
い
の
あ
る
悪
質
な

荷
主
等
に
つ
い
て
︑
倉
庫
業
者
か
ら
も

情
報
収
集
を
行
う
よ
う
に
す
る
と
発

表
し
た
︒

　

併
せ
て
︑
地
方
運
輸
局
等
の
物
流

を
担
当
す
る
部
署
の
職
員（
29
人
）と
︑

各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
新
た
に

設
け
る﹁
Ｇ
メ
ン
調
査
員
﹂（
１
６
６
人
）

を
追
加
し
︑
総
勢
３
６
０
人
規
模
に
増

強
︒
今
年
11
月
・
12
月
を
Ｇ
メ
ン
に
よ

る
﹁
集
中
監
視
月
間
﹂
と
定
め
︑
悪

質
な
荷
主
等
に
対
す
る
監
視
を
強
化

す
る
︒

　

国
交
省
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
に
対
し
て
︑
違
反
原
因
行
為
を
行
っ

て
い
る
悪
質
な
荷
主
等
に
関
す
る
情
報

の
提
供
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

図

　大阪府貨物自動車運送適正化事業実施機関のGメン調査員は10月30日、国土交通省近畿運輸局大阪運
輸支局と合同で、大阪トラックステーション（TS）において、トラックドライバーに対する「トラック・
物流Gメン」制度の周知活動を行った。

大阪 TS でドライバーに チラシ配布など実施　情報提供を求める

主な違反原因行為
・長時間の荷待ち（52％）
・契約にない附帯業務（17％）
・運賃・料金の不当な据置き（14％）
・無理な運送依頼（８％）
・過積載運送の指示・容認（6％）
・異常気象時の運送依頼（3％）
（出典：トラックGメンの活動実績〔令和6年9月30日現在〕）

「トラック・物流Ｇメン」
相談窓口

「悪質な荷主等に関する
通報窓口（目安箱）」

悪質荷主を退治!!
トラック・物流Ｇメン（191名）とともに
Gメン調査員（166名）が躍動！

旭日双光章
田口　利壽氏

黄綬褒章
湯野　信一氏

旭日双光章
藤谷　拾人氏

黄綬褒章
松橋　謙一氏

11
月
・
12
月
は
集
中
監
視
月
間

国交省

　

令
和
６
年
﹁
秋
の
叙
勲
﹂

受
章
者
が
11
月
３
日
に
︑
ま

た
﹁
秋
の
褒
章
﹂
受
章
者
が

11
月
２
日
に
そ
れ
ぞ
れ
発
表

さ
れ
た
︒

　

受
章
者
は
次
の
各
氏
（
敬

称
略
︑
年
齢
は
11
月
３
日
現

在
）︒

︻
叙
勲
︼

◎
旭
日
双
光
章

▽ 
田
口
利
壽
（
た
ぐ
ち
・
と

し
ひ
さ
）
岐
阜
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
副
会
長
︑
元
・

東
海
西
濃
運
輸
㈱
会
長
︑

72
歳

▽ 

藤
谷
拾
人
（
ふ
じ
た
に
・

ひ
ろ
と
）
元
・
山
口
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
副
会
長
︑
㈱

フ
ジ
タ
ニ
代
表
取
締
役
︑

77
歳

︻
褒
章
︼

◎
黄
綬
褒
章

▽ 

松
橋
謙
一
（
ま
つ
は
し
・

け
ん
い
ち
）
山
登
運
輸
㈱

社
長
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
副
会
長
︑
北
海
道

ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
︑
75

歳
▽ 

湯
野
信
一
（
ゆ
の
・
し
ん

い
ち
）
旭
川
小
型
運
輸
㈱

代
表
取
締
役
︑
旭
川
地

区
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
︑

70
歳

令和6年秋の叙勲・褒章

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

秋
の
叙
勲
・
褒
章
に
栄
え
の
４
氏

秋
の
叙
勲
・
褒
章
に
栄
え
の
４
氏
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

全
面
で
の
課
題
も
多
く
︑
人

材
確
保
な
ど
益
々
難
し
い
状

況
が
続
い
て
い
る
︒
こ
の
た

め
︑
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
飼
料
・

畜
産
部
会（
福
田
博
部
会
長
）

は
︑
国
︑
九
州
各
県
の
行
政

官
庁
や
関
係
団
体
︑
メ
ー
カ

ー
な
ど
も
参
加
し
た
﹁
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
飼
料
・
畜
産
部
会

合
同
研
修
会
﹂
を
10
月
30
日

適
正
な
価
格
転
嫁
を
訴
え
　

官
民
労
13
団
体
で
街
頭
行
動

福
岡
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

福
岡
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
二
又
茂
明
会
長
）
は
10
月

28
日
︑
福
岡
県
（
服
部
誠
太

郎
知
事
）
を
は
じ
め
と
す
る

官
民
労
13
団
体
に
よ
る
︑

﹁﹃
賃
金
と
物
価
の
好
循
環
﹄

を
目
指
す
官
民
労
街
頭
行

動
﹂
に
参
加
︒
福
岡
市
内
で

街
頭
行
動
を
実
施
し
︑
適
正

な
価
格
転
嫁
へ
の
理
解
を
県

民
に
訴
え
た
︒

　

同
行
動
に
は
︑
福
岡
県
ト

協
の
ほ
か
︑
福
岡
県
︑
国
土

交
通
省
九
州
運
輸
局
︑
経
済

産
業
省
九
州
経
済
産
業
局
︑

厚
生
労
働
省
福
岡
労
働
局
な

ど
の
行
政
お
よ
び
福
岡
県
商

工
会
議
所
連
合
会
︑
同
商
工

会
連
合
会
︑
同
中
小
企
業
団

体
中
央
会
︑同
経
営
者
協
会
︑

同
経
済
同
友
会
︑
同
中
小
企

業
経
営
者
協
会
連
合
会
︑
同

中
小
企
業
家
同
友
会
と
と
も

に
︑
日
本
労
働
組
合
総
連
合

に
開
催
し
︑
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

の
さ
ら
な
る
畜
産
振
興
と
安

全
・
安
心
・
安
定
し
た
持
続

可
能
な
家
畜
飼
料
輸
送
体
制

の
構
築
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
共
同
宣
言
を
採
択
︒

関
係
者
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
む
こ
と
と
し
︑
こ
れ
を
踏

ま
え
て
全
ト
協
に
対
し
て
も

要
請
を
行
っ
た
︒

会
福
岡
県
連
合
会
が
参
加
し

た
︒

　

福
岡
県
ト
協
は
令
和
５
年

２
月
︑
上
記
官
民
労
13
団
体

で
︑﹁
価
格
転
嫁
の
円
滑
化

に
関
す
る
協
定
﹂
を
締
結
︑

適
正
取
引
の
推
進
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
︒
今
回
の
街

頭
行
動
は
こ
の
協
定
に
基
づ

き
︑
価
格
転
嫁
を
進
め
て
い

く
必
要
性
に
つ
い
て
広
く
県

民
に
理
解
を
求
め
る
目
的

で
︑
協
定
締
結
団
体
の
代
表

が
一
堂
に
会
し
︑
実
施
さ
れ

た
も
の
︒
福
岡
市
の
岩
田
屋

き
ら
め
き
広
場
で
開
会
セ
レ

モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
︑
各
団

体
の
紹
介
と
あ
い
さ
つ
の
あ

と
︑
メ
イ
ン
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

の
﹁
賃
金
ア
ッ
プ
で
豊
か
な

暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
に

は
︑
適
切
な
価
格
転
嫁
が
必

要
で
す
﹂
を
全
員
で
唱
和
︒

そ
の
後
︑
協
定
締
結
13
団
体

の
代
表
者
に
よ
る
県
民
へ
の

訴
え
と
︑
啓
発
チ
ラ
シ
・
ノ

ベ
ル
テ
ィ
（
ウ
ェッ
ト
テ
ィ
ッ
シ

ュ
）
の
配
布
が
行
わ
れ
た
︒

車
内
ゴ
ミ「
ポ
イ
捨
て
禁
止
」

で
ゴ
ミ
袋
製
作

高
知
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

高
知
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
森
本
敬
一
会
長
）
は
こ
の

ほ
ど
︑
車
内
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨

て
禁
止
の
指
導
徹
底
を
会
員

事
業
者
へ
依
頼
す
る
と
と
も

に
︑
車
内
ゴ
ミ
を
ま
と
め
る

た
め
の
ゴ
ミ
袋
を
製
作
し
︑

会
員
保
有
の
全
車
両
台
数
分

を
配
布
し
た
︒

　

近
年
︑
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄

が
社
会
問
題
化
し
て
お
り
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を
挙
げ

て
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
指
導
を

徹
底
︒
高
知
県
ト
協
で
は
︑

﹁
ゴ
ミ
を
ゴ
ミ
箱
へ
捨
て
る

つ
い
で
や
︑
ト
イ
レ
休
憩
で

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
や
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
︑
道
の
駅
に
立

ち
寄
る
た
め
一
旦
運
転
か
ら

離
れ
る
こ
と
は
︑
事
故
防
止

対
策
と
し
て
効
果
が
あ
る
﹂

と
訴
え
︑
そ
の
具
体
策
と
し

て
ゴ
ミ
袋
を
製
作
︑
配
布
し

た
︒
ま
た
︑
同
時
に
︑﹁
緊

急
ミ
ニ
ト
イ
レ
﹂
も
同
封
し

て
紹
介
し
︑
ト
イ
レ
問
題
の

指
導
に
つ
い
て
も
要
請
し
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

坂
本
克
己
会
長
は
11
月
７

日
︑
日
本
経
済
新
聞
の
記

者
を
全
ト
協
に
招
き
︑
国

土
交
通
省
を
は
じ
め
と
し

た
関
係
省
庁
と
全
ト
協
に

お
け
る
﹁
物
流
の
２
０
２
４

年
問
題
﹂
解
決
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し

た
︒

　

こ
れ
は
︑
同
紙
10
月
31

日
付
朝
刊
１
面
で
︑﹁
ト
ラ

ッ
ク
輸
送
力　

落
ち
ず　

﹃
24
年
問
題
﹄
対
応
︑
大

型
車
が
寄
与
﹂
と
の
見
出

し
で
記
事
が
掲
載
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
て
実
施
さ
れ
た

も
の
︒
同
記
事
で
は
︑
今

年
４
月
以
降
︑
地
方
で
は

ト
ラ
ッ
ク
の
確
保
が
難
し
い

状
況
も
生
ま
れ
て
い
る
も
の

の
︑
長
距
離
輸
送
に
つ
い
て

は
大
型
車
両
へ
の
シ
フ
ト
︑

共
同
輸
送
︑
中
継
輸
送
等

に
よ
り
輸
送
力
が
落
ち
て
い

な
い
と
し
て
い
る
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
は
も
と
よ
り
︑

荷
主
を
含
め
た
関
係
者
と

政
府
が
一
体
と
な
っ
て
︑
相

当
な
危
機
感
を
も
っ
て
﹁
２

０
２
４
年
問
題
﹂
に
対
応
し

物
流
品
質
で
の
競
争
を
図
っ

て
い
く
べ
き
で
あ
る
︒
ま
た
︑

物
流
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働

条
件
を
改
善
し
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
に
誇
り
を
も
っ
て
働
い

て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
で
あ

る
︒
こ
れ
ま
で
も
関
係
各

省
庁
と
連
携
し
な
が
ら
﹃
物

流
の
２
０
２
４
年
問
題
﹄
解

決
に
向
け
様
々
な
施
策
を

全
力
で
取
り
組
ん
で
き
た
︒

こ
れ
か
ら
も
︑
持
続
可
能

な
物
流
の
実
現
に
向
け
て
精

一
杯
取
り
組
ん
で
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
﹂
と
︑
取
り

組
み
の
意
義
を
強
調
︒
引

き
続
き
︑
松
崎
宏
則
専
務

理
事
が
関
係
省
庁
と
全
ト

協
に
お
け
る
﹁
物
流
の
２
０

２
４
年
問
題
﹂
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
説

明
し
た
︒

　

金
岡
記
者
は
︑﹁
重
要
な

の
は
︑
社
会
全
体
で
解
決

に
向
け
て
の
気
運
を
創
っ
て

い
く
こ
と
︒
本
紙
と
し
て
も

記
事
を
通
じ
て
︑
気
運
の

醸
成
に
協
力
し
て
ま
い
り
た

い
﹂
と
応
じ
た
︒

　

令
和
６
年
７
月
６
日
に
逝
去
さ

れ
た
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
名

誉
会
長
で
あ
る
故
・
星
野
良
三
氏

の
﹁
お
別
れ
の
会
﹂
が
11
月
７
日
︑

東
京
都
千
代
田
区
の
帝
国
ホ
テ
ル

東
京
で
挙
行
さ
れ
た
︒

　

会
は
︑
多
摩
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
㈱（
齋
藤
貢
代
表
取
締
役
社
長
︑

星
野
良
宏
代
表
取
締
役
副
社
長
）

の
主
催
で
執
り
行
わ
れ
︑
運
送
業

界
関
係
者
を
は
じ
め
政
官
財
界
な

ど
か
ら
約
８
０
０
人
が
星
野
名
誉

会
長
へ
の
最
後
の
お
別
れ
に
参
列

し
︑
献
花
台
へ
白
い
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
手
向
け
︑
冥
福
を
祈
り
手
を

合
わ
せ
た
︒

　

星
野
名
誉
会
長
の
遺
影
が
飾
ら

れ
た
祭
壇
は
︑
故
人
が
生
ま
れ
育

っ
た
武
蔵
国
多
摩
の
﹁
五
日
市
連

山
﹂
と
﹁
秋
川
渓
谷
﹂
が
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
た
も
の
で
︑
雄
大
さ
や
爽

や
か
さ
な
ど
︑
星
野
名
誉
会
長
の

人
柄
を
偲
ば
せ
る
意
匠
で
作
成
さ

れ
た
︒
ま
た
︑
会
場
に
は
︑
星
野

名
誉
会
長
の
87
年
間
の
生
涯
を
振

り
返
る
パ
ネ
ル
や
愛
用
の
自
転
車

な
ど
も
展
示
さ
れ
︑
献
花
を
終
え

た
参
列
者
は
︑
故
人
と
の
思
い
出

を
振
り
返
っ
て
い
た
︒

て
い
る
真
っ
最
中
で
あ
り
︑

そ
う
し
た
中
で
︑
車
両
の

大
型
化
や
共
同
輸
送
の
推

進
と
い
っ
た
一
部
の
取
り
組

み
を
取
り
上
げ
︑
問
題
が

生
じ
て
い
な
い
か
の
よ
う
な

印
象
を
与
え
る
同
記
事
が

１
面
の
ト
ッ
プ
に
掲
載
さ
れ

た
こ
と
に
対
し
て
︑
遺
憾

を
表
明
︒
ま
た
︑
国
交
省

も
同
様
の
見
解
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
て
い
る
︒

　

同
日
は
︑
同
紙
か
ら
金

岡
弘
記
記
者
（
編
集 

政
策

報
道
ユ
ニ
ッ
ト
経
済
・
社

会
保
障
グ
ル
ー
プ
）
が
全

ト
協
を
訪
問
︒
坂
本
会
長

は
金
岡
記
者
に
対
し
︑﹁
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
は
我
が
国

の
経
済
活
動
を
支
え
る
国

家
的
な
産
業
で
あ
り
︑
現

場
で
働
い
て
お
ら
れ
る
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し

て
国
民
の
暮
ら
し
を
支
え
て

い
る
︒
一
方
で
︑
平
成
２
年

の﹃
物
流
２
法
﹄施
行
以
降
︑

業
界
は
過
当
競
争
の
時
代

に
突
入
し
て
い
っ
た
︒
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
の
健
全
的

な
発
展
に
向
け
て
は
︑
運
賃

・
料
金
の
安
さ
で
は
な
く
︑

第
２
回
「
総
務
委
員
会
」主

要
会
議
・
行
事
開
催
日
程

（
案
）
︱
︱
に
つ
い
て
審
議

を
行
っ
た
ほ
か
︑第
56
回
﹁
全

国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・

コ
ン
テ
ス
ト
﹂
の
結
果
等
に

つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
︒

　

第
２
回
﹁
総
務
委
員
会
﹂

（
小
林
和
男
委
員
長
）
が
11

月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
令
和
７
年

度
事
業
計
画
骨
子
（
案
）︑

②
６
年
度
優
秀
運
転
者
顕
章

候
補
者
（
案
）︑
③
７
年
度

令
和
7
年
度
事
業
計
画
骨
子
（
案
）

な
ど
に
つ
い
て
審
議

第2回「総務委員会」（11月7日、全ト協）

飼
料
・
畜
産
輸
送
に
関
し
要

請
書
提
出九

州
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

九
州
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
馬

渡
雅
敏
会
長
）は
11
月
７
日
︑

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
対

し
て
﹁
飼
料
・
畜
産
輸
送
に

関
す
る
要
請
書
﹂
を
提
出
︑

馬
渡
会
長
と
牧
田
信
良
副
会

長
が
︑
坂
本
克
己
会
長
へ
要

請
書
を
手
渡
し
た
︒
要
請
書

で
は
︑
将
来
に
わ
た
る
国
産

食
料
の
安
定
的
確
保
お
よ
び

供
給
の
観
点
か
ら
︑
全
ト
協

に
対
し
︑
国
や
関
係
機
関
・

団
体
が
連
携
し
な
が
ら
諸
課

題
解
決
に
向
け
た
対
応
を
迅

速
に
図
れ
る
よ
う
︑
特
段
の

配
慮
を
求
め
た
︒

　

九
州
地
域
は
全
国
で
も
有

数
の
畜
産
地
帯
で
あ
る
こ
と

か
ら
︑
飼
料
製
造
・
供
給
は

も
と
よ
り
︑
畜
産
加
工
な
ど

関
連
産
業
の
裾
野
も
広
く
︑

今
後
将
来
に
わ
た
り
︑
国
内

食
料
自
給
率
の
維
持
・
向
上

の
観
点
か
ら
︑
運
送
事
業
者

も
含
め
た
関
係
者
が
一
体
と

な
っ
た
家
畜
配
合
飼
料
の
安

全
で
安
定
し
た
供
給
・
利
用

体
制
の
構
築
が
急
務
と
な
っ

て
い
る
︒

　

一
方
で
︑﹁
物
流
の
２
０
２

４
年
問
題
﹂
等
に
よ
る
︑
一

層
の
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
の
深

刻
化
な
ど
と
併
せ
︑
飼
料
・

畜
産
輸
送
の
特
性
と
し
て
︑

他
の
運
送
業
務
に
比
べ
て
安

『広報とらっく』からのお願い
交通・運転マナーを守って！交通・運転マナーを守って！
プロトラックドライバーはプロトラックドライバーは
一般ドライバーの見本に一般ドライバーの見本に

・急な車線変更
・不用意なクラクション
・コンビニや公共施設の駐車場等での長時間駐車
・大型車進入禁止箇所等でのＵターン
・駐車場や道路へのゴミのポイ捨て
　事業用トラックは車体が大きいことから、一般乗用車より
目立ち、上記の行為が交通弱者や沿道の住民の方にとって、よ
り迷惑に感じられます。プロトラックドライバーは、交通法
規を守るだけでなく、マナーを守り、一般ドライバーの見本
となりましょう。
　また、最近、交通トラブルによる事故等が社会問題化してい
ます。道路交通法が改正され、令和２年６月末からあおり運
転が厳罰化されるなど、マナーからルールへと状況は変わっ
てきましたが、他車から迷惑行為を受けても冷静に対応する
とともに、自身もより一層の安全運転に努めましょう。

（
11
月
15
日
〜
30
日
）

▽
11
月
21
日

・
青
年
部
会
全
国
代
表
者
協
議
会

▽
11
月
27
日

・
第
64
回
適
正
化
事
業
委
員
会

▽
11
月
29
日

・
第
62
回
物
流
政
策
委
員
会

・
第
１
回
道
路
・
施
設
委
員
会

日本経済新聞の金岡弘記記者㊧に対し、坂本会長が
関係省庁、全ト協の取り組みの現状を説明

星野名誉会長の生涯を振り返るパネルも展示された

献花台には、最後の別れを惜しむ参列者の長い列が続いた

故・星野良三名誉会長「お別れの会」
約800人が参列

県民に適正価格の転嫁への理解を訴える二又
福岡県ト協会長（10月28日、福岡市・天神岩
田屋前）

坂本会長が日経新聞記者に対し
「物流の2024年問題」解決へ向けた
取り組みの現状を強く訴える！

坂
本
克
己
会
長
（
左
）
へ
要
請
書
を
手
渡
す

馬
渡
雅
敏
九
州
ト
協
会
長
（
中
央
）
お
よ
び

牧
田
信
良
九
州
ト
協
副
会
長
（
右
）（
11
月
７

日
、
全
ト
協
）

配
布
さ
れ
た
「
ゴ
ミ
袋
」
と
「
緊
急
ミ
ニ
ト

イ
レ
」



（第3種郵便物認可）（3） 令和6年（2024年）11月15日 第2249号

「正しい運転・明るい輸送運動」が始まります 〔第133回〕

　令和６年11月16日から令和７年１月10日にかけて第64回
「正しい運転・明るい輸送運動」が実施されます。この運動
は、交通・労働災害事故の防止、環境保全および輸送秩序の
確立により、円滑な輸送の達成を図り、年末年始の輸送繁忙
期における安全・安心な輸送サービスを提供することを目的
に実施されます。経営トップ、運行管理者、従業員が一体とな
り取り組みましょう。

●「正しい運転・明るい輸送運動」実施項目

Ａさん「今年も『正しい運転・明るい輸送運動』が11月の半ば
から年明けまで実施されるね。実施する項目の主な
ものは、①飲酒運転の根絶、②追突事故及び交差点
における事故防止の徹底、③過労運転防止の徹底、
④確実な点呼の実施、⑤携帯・スマートフォンの使用
禁止の徹底等、⑥健康診断の受診の徹底――など、
全部で15項目ある（右参照）」

Ｂさん「僕も見たよ。交通事故防止から労働災害防止まで幅
広くなっているけれど、どれも当たり前のことだと言
えば当たり前のことだよね」

Ａさん「そうなんだ。この運動で掲げている実施項目を確実
に実行すれば、交通事故や労働災害も大きく減少し
そうだけど、まだまだ道半ばというところかな。ここ
に挙がっている項目で、Ｂさんが気をつけていること
はなにかな」

Ｂさん「全部だね。それはともかくとして、11月は『エコドライ
ブ推進月間』ということもあるから、エコドライブに
は特に気をつけているよ」

Ａさん「そうだね。それと、これから年末にかけては、繁忙期
になるから、追突事故や交差点の事故防止にも気を
つけなきゃならない。そんな時こそ、ゆとりをもった
運転をしないとね」

Ｂさん「その通り。後輩には、運転中に慌てることがないよう
に、『運転前は早め早めに、運転中はゆっくり』とアド
バイスしているよ」

●衝突被害軽減ブレーキを過信しない

Ａさん「それと気になるニュースがあったんだ。大型トラック
の衝突被害軽減ブレーキ（AEBS）についての記事な
んだ」

Ｂさん「大型トラックのAEBSは、装着が義務化され、徐々に
普及しているよね。その記事はどんな内容だったの」

Ａさん「大型トラックにAEBSを搭載していても、ドライバー
が居眠り運転をしていたら効果は限定的になるとい
う内容だった。居眠り運転以外だと、AEBS装着車の
事故率は、非装着車よりも事故率が低かったんだけ
ど、居眠り運転では差がみられなかったんだ」

Ｂさん「確か乗用車のAEBSは、追突事故軽減効果は認めら
れていたと思うけれども、やっぱりトラックは重くて
止まりにくいからかな」

Ａさん「そう。その可能性が指摘されている」
Ｂさん「AEBSについては、もともとドライバーの安全運転を

サポートするものだから過信はダメだと思っていたけ
ど、やっぱりドライバー本人の安全運転が必要という
ことだね」

●居眠り運転を防止しよう

Ａさん「その通り。いくらトラックの装備がよくなっても、常に
落とし穴があると思って慎重にハンドルを握ること
が大切だね。Ｂさんは居眠り運転防止について、どん

なことをやっているのかな」
Ｂさん「まずは、居眠りの原因となる疲労をためないこと。日

頃からできるだけ規則正しい生活をして、しっかり睡
眠時間を確保している。また、運転中は強引な車線変
更など緊張感を高める運転や、長時間の運転は避け
るように心がけているよ」

Ａさん「それと、正しい運転姿勢での運転も疲労の蓄積を軽
減してくれるので、実践してほしいね」

Ｂさん「あと、疲れを感じたら運転をやめて休憩する。できれ
ば、疲れを感じる前に休むようにしてほしいね」

Ａさん「これから繁忙期になっていくから、安全運転を徹底し
て年末年始の事故を防ごう」

①飲酒運転の根絶
②追突事故及び交差点における
事故防止の徹底

③過労運転防止の徹底
④確実な点呼の実施
⑤携帯・スマートフォンの使用
禁止の徹底等

⑥健康診断の受診の徹底
⑦荷役作業時の安全確保の徹底
⑧高速道路における事故防止の
徹底

⑨車両の安全性確保の徹底
⑩降積雪期における輸送の安全
確保の徹底

⑪正しい積付け・固縛方法の徹
底

⑫エコドライブ及びアイドリン
グ・ストップの徹底

⑬運輸安全マネジメントの徹底
⑭安全意識の高揚
⑮輸送品質・サービスの向上

「正しい運転・明るい輸送運動」実施事項第64回

～数字編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶		横断歩道とその手前から30メートル以内は追越し禁止であるが、追
抜きは禁止されていない。（	○・×	）

❷		道路のまがり角から５メートル以内は駐車禁止である。（	○・×	）

❸		夜間以外の時間でも、一般道路においては視界が80メートル以下、
高速自動車国道及び自動車専用道路では視界が200メートル以下の場
合は灯火をつけなければならない。（	○・×	）

❹		転回するときの合図は、その行為をしようとする３秒前に出す。　
（	○・×	）

❺	大型車貨物自動車が、高速自動車国道の本線車道を通行する時の
最高速度は、時速90kmである。（	○・×	）

（解答は4面）

い
︑
う
ち
１
人
は
約
１
年
後

に
死
亡
し
た
︒

　

報
告
書
で
は
︑
①
休
憩
す

る
場
所
を
探
し
て
わ
き
見
に

よ
る
前
方
不
注
意
︑
②
当
初

計
画
以
上
の
荷
下
ろ
し
作
業

で
疲
労
し
︑
眠
気
を
感
じ
休

憩
場
所
を
探
し
な
が
ら
の
走

行
︑
③
初
任
運
転
者
に
対
す

る
不
十
分
な
指
導
教
育
︱
︱

が
事
故
原
因
と
指
摘
︒
そ
の

上
で
︑
運
行
管
理
者
に
対
し

て
︑
①
適
切
な
作
業
時
間
と

休
憩
時
間
の
確
保
︑
②
休
憩

取
得
の
た
め
の
指
導
︑
③
わ

き
見
運
転
お
よ
び
居
眠
り
運

転
の
危
険
性
を
理
解
さ
せ
る

指
導
︱
︱
を
求
め
た
︒

 

運
行
管
理
の
高
度
化
に
向

け
て
議
論
を
展
開

令
和
６
年
度
第
１
回
「
運
行

管
理
高
度
化
Ｗ
Ｇ
」

　

国
土
交
通
省
は
11
月
６

日
︑令
和
６
年
度
第
１
回
﹁
運

行
管
理
高
度
化
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）﹂
を
開

催
し
た
︒

　

同
Ｗ
Ｇ
は
︑
自
動
車
運
送

事
業
に
お
け
る
輸
送
の
安
全

確
保
の
根
幹
を
成
す
運
行
管

 

令
和
６
年
度
第
２
回
運
行

管
理
者
試
験
（
貨
物
）
日

程
を
公
表

運
行
管
理
者
試
験
セ
ン
タ
ー

　

運
行
管
理
者
試
験
セ
ン
タ

ー
は
こ
の
ほ
ど
︑
令
和
６
年

度
第
２
回
運
行
管
理
者
試
験

（
貨
物
）
の
日
程
等
を
公
表

し
た
︒
試
験
は
Ｃ
Ｂ
Ｔ
試
験

で
行
わ
れ
︑
試
験
会
場
を
予

約
す
る
際
に
７
年
２
月
15
日

㈯
~
３
月
16
日
㈰
の
期
間
の

中
か
ら
︑
受
験
希
望
日
時
を

選
択
す
る
（
試
験
時
間
90

分
）︒
申
請
受
付
期
間
は
︑

新
規
受
験
・
再
受
験
と
も
に

６
年
12
月
９
日
㈪
~
７
年
１

月
15
日
㈬
ま
で
で
︑
申
込
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
の
み
︒

書
面
で
の
申
請
は
で
き
な
い
︒

　

基
礎
講
習
修
了
予
定
で
申

請
す
る
場
合
は
︑
７
年
２
月

５
日
㈬
ま
で
に
基
礎
講
習
を

理
に
つ
い
て
︑
安
全
性
の
向

上
︑
労
働
環
境
の
改
善
︑
人

手
不
足
の
解
消
等
に
向
け

て
︑
専
門
的
見
地
か
ら
情
報

通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の
活

用
に
よ
る
運
行
管
理
の
高
度

化
に
関
す
る
制
度
設
計
に
係

る
検
討
を
進
め
る
た
め
に
設

置
さ
れ
て
い
る
︒

　

今
回
は
ま
ず
︑
７
年
度
に

本
格
運
用
を
予
定
し
て
い
る

事
業
者
間
遠
隔
点
呼
に
つ
い

て
︑
５
年
度
か
ら
開
始
し
て

い
る
先
行
実
施
の
状
況
を
報

告
︒
要
件
化
に
向
け
て
検
討

す
べ
き
内
容
の
議
論
を
行
っ

た
上
で
︑
今
年
12
月
に
予
定

さ
れ
て
い
る
第
２
回
Ｗ
Ｇ
に

お
い
て
要
件
の
中
間
ま
と
め

を
︑
ま
た
７
年
３
月
に
予
定

さ
れ
て
い
る
第
３
回
Ｗ
Ｇ
に

お
い
て﹁
最
終
と
り
ま
と
め
﹂

を
行
う
︒

　

同
じ
く
︑
７
年
度
に
本
格

運
用
開
始
を
予
定
し
て
い
る

業
務
前
自
動
点
呼
に
つ
い
て

修
了
し
︑
書
類
を
ア
ッ
プ
ロ

ー
ド
（
登
録
）
す
る
こ
と
が

必
要
︒
登
録
が
な
い
場
合
は
︑

受
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
︒

試
験
会
場
の
予
約
お
よ
び
受

験
手
数
料
等
の
入
金
完
了
後

に
︑
Ｃ
Ｂ
Ｔ
試
験
専
用
サ
イ

ト
か
ら
試
験
会
場
お
よ
び
日

時
等
が
記
載
さ
れ
た
受
験
確

認
書
メ
ー
ル
が
送
信
さ
れ
︑

ハ
ガ
キ
で
の
受
験
通
知
書
の

送
付
は
行
わ
な
い
︒
合
格
発

表
は
７
年
４
月
２
日
㈬
で
︑

同
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
受
験
番
号
を
掲
載
︒
試

験
結
果
通
知
書
は
発
表
日
に

郵
送
予
定
︒

　

な
お
︑
試
験
案
内
お
よ
び

試
験
会
場
一
覧
と
試
験
会
場

開
催
日
程
一

覧
は
二
次
元

コ
ー
ド
を
参

照
︒

は
︑
先
行
実
施
参
画
事
業
者

を
現
在
募
集
中
︒
先
行
実
施

を
通
じ
て
事
例
を
増
や
し
︑

制
度
化
に
向
け
た
要
件
を
検

討
︒
参
画
事
業
者
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
っ
た
上
で
︑
第

３
回
Ｗ
Ｇ
に
お
い
て
要
件
を

取
り
ま
と
め
る
︒

　

運
行
管
理
業
務
の
一
元
化

に
つ
い
て
は
︑
５
年
度
第
２

回
Ｗ
Ｇ
（
５
年
12
月
６
日
開

催
）
に
お
い
て
要
件
の
最
終

取
り
ま
と
め
を
行
い
︑
６
年

４
月
か
ら
実
施
で
き
る
よ
う

関
係
通
達
を
発
出
し
て
い
る

が
︑
９
月
末
時
点
で
届
出
は

24
件
（
ト
ラ
ッ
ク
４
件
）
に

留
ま
っ
て
い
る
︒
今
回
は
︑

運
行
管
理
業
務
の
一
元
化
に

お
け
る
運
行
管
理
者
の
選
任

要
件
に
つ
い
て
議
論
︒
引
き

続
き
︑
一
元
化
の
検
証
の
進

め
方
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
︑

７
年
度
の
実
証
実
験
実
施
に

向
け
て
準
備
を
進
め
る
こ
と

と
し
た
︒

　

11
月
11
日
に
第
２
次
石
破

内
閣
が
発
足
し
︑
国
土
交
通

大
臣
に
は
中
野
洋
昌
氏
（
公

明
党
︑衆
議
院
・
兵
庫
８
区
）

が
就
任
し
た
︒

︹
国
土
交
通
大
臣
略
歴
︺

▽
中
野
洋
昌
（
な
か
の
・
ひ

ろ
ま
さ
）
氏

　

昭
和
53
年
生
ま
れ
︑
京
都

府
出
身
︒
東
京
大
学
教
養
学

部
卒
業
︒
国
土
交
通
省
・
課

長
補
佐
を
経
て
︑平
成
24
年
︑

衆
議
院
議
員
に
初
当
選
︒
公

明
党
青
年
局
長
︒
46
歳
︒

国
土
交
通
副
大
臣
に

古
川
氏
・
高
橋
氏
が
就
任

　

第
２
次
石
破
内
閣
副
大
臣

名
簿
・
大
臣
政
務
官
名
簿
が

11
月
13
日
に
発
表
さ
れ
た
︒

　

国
土
交
通
副
大
臣
に
は
︑

古
川
康
氏
（
自
由
民
主
党
︑

衆
議
院
・
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
）

と
高
橋
克
法
氏
（
同
︑
参
議

院
・
栃
木
県
選
挙
区
）
が
就

任
し
た
︒

︹
国
土
交
通
副
大
臣
略
歴
︺

▽
古
川
康
（
ふ
る
か
わ
・
や

す
し
）
氏

　

昭
和
33
年
生
ま
れ
︑
佐
賀

県
出
身
︒
東
京
大
学
法
学
部

政
治
コ
ー
ス
卒
業
︒
佐
賀
県

知
事
を
経
て
︑
平
成
26
年
衆

議
院
議
員
初
当
選
︒
総
務
大

臣
政
務
官
︑
国
土
交
通
大
臣

政
務
官
を
歴
任
︒
66
歳
︒

▽
高
橋
克
法
（
た
か
は
し
・

か
つ
の
り
）
氏

　

昭
和
32
年
生
ま
れ
︑
栃
木

県
出
身
︒
明
治
大
学
法
学
部

法
律
学
科
卒
業
︒
栃
木
県
高

根
沢
町
長
を
経
て
︑
平
成
25

年
参
議
院
議
員
初
当
選
︒
国

土
交
通
大
臣
政
務
官
な
ど
を

歴
任
︒
66
歳
︒

国
土
交
通
大
臣
政
務
官
は

高
見
氏
・
吉
井
氏
・
国
定
氏

　

ま
た
︑
国
土
交
通
大
臣
政

務
官
に
は
︑
高
見
康
裕
氏

（
同
︑
衆
議
院
・
島
根
２

区
）︑
𠮷
井
章
氏
（
同
︑
参

議
院
・
京
都
府
選
挙
区
）︑

国
定
勇
人
氏
（
同
︑
衆
議
院

・
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
）
が

就
任
し
た
︒

︹
国
土
交
通
大
臣
政
務
官

略
歴
︺

▽
高
見
康
裕
（
た
か
み
・
や

す
ひ
ろ
）
氏

　

昭
和
55
年
生
ま
れ
︑
島
根

県
出
身
︒
東
京
大
学
公
共
政

策
大
学
院
修
了
︒
島
根
県
議

会
議
員
を
経
て
︑
令
和
３
年

衆
議
院
議
員
初
当
選
︒
法
務

大
臣
政
務
官
︑
防
衛
大
臣
補

佐
官
を
歴
任
︒
44
歳
︒

▽
𠮷
井
章
（
よ
し
い
・
あ
き

ら
）
氏

　

昭
和
42
年
生
ま
れ
︑
京
都

府
出
身
︒
京
都
産
業
大
学
中

退
︒京
都
市
会
議
員
を
経
て
︑

令
和
４
年
参
議
院
議
員
初
当

選
︒
57
歳
︒

▽
国
定
勇
人
（
く
に
さ
だ
・

い
さ
と
）
氏

　

昭
和
47
年
生
ま
れ
︑
東
京

都
出
身
︒
一
橋
大
学
商
学
部

卒
業
︒
新
潟
県
三
条
市
長
を

経
て
︑
令
和
３
年
衆
議
院
議

員
初
当
選
︒
環
境
大
臣
政
務

官
兼
内
閣
府
大
臣
政
務
官
を

歴
任
︒
52
歳
︒

（
重
要
調
査
対
象
事
故
）
に

関
す
る
調
査
報
告
書
を
公
表

し
た
︒

　

同
事
故
で
は
︑
中
型
ト
ラ

ッ
ク
が
︑
バ
ス
停
留
所
で
客

扱
い
の
た
め
停
車
し
て
い
た

乗
合
バ
ス
に
追
突
︒
乗
合
バ

ス
に
乗
車
し
よ
う
と
し
て
い

た
乗
客
２
人
が
重
傷
を
負

 
ド
ラ
イ
バ
ー
の
疲
労
が
眠
気

・
わ
き
見
を
誘
発

事
故
調　

調
査
報
告
書
を
公
表

　

国
土
交
通
省
事
業
用
自
動

車
事
故
調
査
委
員
会
は
11
月

１
日
︑
令
和
３
年
10
月
18
日

に
山
形
県
東
根
市
で
発
生
し

た
中
型
ト
ラ
ッ
ク
の
追
突
事
故

古川　康
国土交通副大臣

高橋　克法
国土交通副大臣

高見　康裕
国土交通大臣政務官

吉井　章
国土交通大臣政務官

国定　勇人
国土交通大臣政務官

中野　洋昌
国土交通大臣

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

国
土
交
通
大
臣
に
中
野
洋
昌
氏
が
就
任

第
２
次
石
破
内
閣
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

※
解
答
は
、
次
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

ほんのヒトコマほんのヒトコマ［第137回］

文字通り「夢のアプリ」近日登場……するかな？

法令　　  クイズ
マル　 バツ

	〜数字編〜
	 【解 答】3面に問題

❶	×（法第30条、第38条第
3項）横断歩道及びその手前
の側端から30メートル以内
の部分は追越しも追抜きも
禁止されている。
❷	×（法第44条）道路のま
がり角から５メートル以内は
駐停車禁止である。
❸	×（法第52条、施行令第
19条）夜間以外の時間で灯火
をつけなければならないの
は、一般道路では視界が50
メートル以下、高速自動車国

道及び自動車専用道路では
視界が200メートル以下の場
合である。
❹	×（施行令第21条）転回す
るときの合図は、その行為を
しようとするときの30メート
ル手前に達したときである。
❺	○（施行令第27条）大型貨
物自動車が高速自動車国道
の本線車道等を通行すると
きの最高速度は時速90kmで
ある（令和6年4月1日改正）。

　

国
土
交
通
省
︑
経
済
産
業

省
︑
農
林
水
産
省
は
11
月
11

日
︑
第
４
回
交
通
政
策
審
議

関
す
る
要
請
書
﹂
を
発
出
し

た
︒

　

近
年
︑
過
労
死
等
の
労
働

災
害
補
償
の
支
給
決
定
件
数

が
増
加
傾
向
に
あ
り
︑ま
た
︑

今
年
４
月
か
ら
は
自
動
車
運

転
の
業
務
等
に
つ
い
て
も
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
適

用
さ
れ
て
い
る
︒

　

厚
労
省
で
は
︑
長
時
間
労

働
の
削
減
を
は
じ
め
と
す
る

働
き
方
の
見
直
し
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
す
る
た

め
︑
昨
年
に
引
き
続
き
︑
11

月
を
﹁
過
重
労
働
解
消
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
﹂
期
間
と
定
め
︑

集
中
的
な
周
知
啓
発
等
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
︒

　

厚
労
省
で
は
︑
全
ト
協
会

員
事
業
者
に
対
し
︑
次
の
取

り
組
み
の
実
施
を
呼
び
か
け

て
い
る
︒

①
働
き
方
の
見
直
し
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
る
た

め
︑
長
時
間
労
働
を
前
提
と

し
た
労
働
慣
行
か
ら
の
脱
却

を
図
る
と
と
も
に
︑
年
次
有

給
休
暇
を
取
得
し
や
す
い
雰

囲
気
を
醸
成
す
る
た
め
の
取

り
組
み
等
を
積
極
的
に
行
う

こ
と

②
今
年
４
月
１
日
か
ら
の
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
適

用
さ
れ
た
自
動
車
運
転
の
業

会
交
通
体
系
分
科
会
物
流
部

会
・
産
業
構
造
審
議
会
商
務

流
通
情
報
分
科
会
流
通
小
委

員
会
・
食
料
・
農
業
・
農
村

政
策
審
議
会
食
料
産
業
部
会

物
流
小
委
員
会
合
同
会
議

（
座
長
:
根
本
敏
則
敬
愛

大
学
経
済
学
部
特
任
教
授
）

を
開
催
し
た
︒

　

同
会
議
で
は
︑
９
月
26
日

に
書
面
開
催
し
た
第
３
回
合

同
会
議
に
お
い
て
取
り
ま
と

め
案
を
審
議
︒
そ
の
上
で
︑

９
月
27
日
か
ら
10
月
26
日
に

か
け
て
︑
取
り
ま
と
め
案
に

関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
募
集
し
て
い
た
（
意
見

提
出
件
数
８
７
５
件
）︒

　

最
後
の
開
催
と
な
る
今
回

は
︑
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

結
果
を
踏
ま
え
て
変
更
を
行

っ
た
取
り
ま
と
め
案
に
つ
い
て

 

新
た
な
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
対

応
方
策
案
を
提
示

第
４
回
「
官
民
物
流
標
準
化

懇
談
会
」

　

国
土
交
通
省
︑
農
林
水
産

省
︑
経
済
産
業
省
︑
日
本
物

流
団
体
連
合
会
︑
日
本
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
シ
ス
テ
ム
協
会

は
11
月
５
日
︑
第
４
回
﹁
官

民
物
流
標
準
化
懇
談
会
﹂（
座

審
議
し
た
︒
委
員
か
ら
の
コ

メ
ン
ト
を
反
映
し
た
上
で
取

り
ま
と
め
案
を
修
正
し
︑
来

年
４
月
の
改
正
物
流
効
率
化

法
一
部
施
行
に
向
け
て
︑
今

後
取
り
ま
と
め
案
の
最
終
版

を
公
表
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
︒

長
:
根
本
敏
則
敬
愛
大
学

経
済
学
部
特
任
教
授
）
を
開

催
し
︑
パ
レ
ッ
ト
標
準
化
の

取
組
状
況
（﹁
パ
レ
ッ
ト
標
準

化
推
進
分
科
会
最
終
と
り
ま

と
め
﹂
等
）︑
モ
ー
ダ
ル
シ
フ

ト
推
進
・
標
準
化
分
科
会
に

お
け
る
議
論
の
状
況
︑ 

改
正

物
流
効
率
化
法
を
踏
ま
え
た

取
組
状
況
な
ど
の
ほ
か
︑
そ

の
他
物
流
標
準
化
の
取
組
状

況
と
し
て
︑
①
加
工
食
品
︑

菓
子
︑
紙
加
工
品
の
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
進
捗
状
況
等
︑
②

物
流
情
報
標
準
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
普
及
に
向
け
た
取
組
︑

③
農
産
物
等
の
物
流
標
準
化

に
関
す
る
取
組
︑
④
フ
ィ
ジ

カ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
実

現
に
向
け
た
取
組
︑
⑤
コ
ー

ル
ド
チ
ェ
ー
ン
物
流
サ
ー
ビ

ス
の
国
際
標
準
規
格
の
発
行

︱
︱
に
つ
い
て
報
告
し
た
︒

　

６
月
に
取
り
ま
と
め
が
行

わ
れ
た
︑
パ
レ
ッ
ト
標
準
化

推
進
分
科
会
の
﹁
最
終
と
り

ま
と
め
﹂
で
は
︑
パ
レ
ッ
ト

の
標
準
的
な
規
格
と
運
用
に

つ
い
て
策
定
︒
標
準
仕
様
パ

レ
ッ
ト
の
平
面
サ
イ
ズ
を
﹁
１

１
０
０
㍉
㍍
×
１
１
０
０
㍉

㍍
﹂︑
高
さ
を
﹁
１
４
４
~
１

５
０
㍉
㍍
﹂︑
最
大
積
載
重

量
を
﹁
１
㌧
﹂
と
し
︑﹁
タ
グ

・
バ
ー
コ
ー
ド
の
装
着
が
可

能
﹂
で
︑﹁
２
方
差
し
ま
た

は
４
方
差
し
で
あ
る
こ
と
﹂

な
ど
が
示
さ
れ
た
︒
ま
た
︑

効
率
的
な
一
貫
パ
レ
チ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
を
目
指
す
観
点
か
ら
︑

レ
ン
タ
ル
方
式
を
推
進
す
る

運
用
法
な
ど
も
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
︒

　

一
方
︑
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト

推
進
に
向
け
て
は
︑﹁
新
た

な
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
に
向
け

た
対
応
方
法
（
素
案
）﹂
を

提
示
し
た
︒
従
来
の
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
か
ら
鉄
道
と
内
航
海

運
へ
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
に
加

え
︑
陸
・
海
・
空
の
あ
ら
ゆ

る
輸
送
モ
ー
ド
を
総
動
員
す

る
こ
と
で
輸
送
力
不
足
に
対

応
す
る
と
し
た
︒こ
の
た
め
︑

多
様
な
輸
送
モ
ー
ド
を
活
用

し
︑
①
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ

ク
と
自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
の

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構

築
宣
言
」
の
ひ
な
形
を改正

「
振
興
基
準
」
改
正
を
受
け

　

経
済
産
業
省
は
11
月
1
日
︑

﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築

宣
言
﹂
の
ひ
な
形
を
改
正
し

た
と
発
表
し
た
︒

　

経
産
省
で
は
︑
関
係
府
省

庁
と
と
も
に
︑
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
全
体
で
の
共
存
共
栄

導
入
促
進
等
︑
②
航
空
貨
物

輸
送
の
さ
ら
な
る
活
用
︑
③

地
域
の
産
業
政
策
・
地
域
政

策
等
と
の
連
携
を
掲
げ
た
︒

　

な
お
︑
同
懇
談
会
に
は
︑

馬
渡
雅
敏
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
副
会
長
（
物
流
政
策
委

員
長
）
が
委
員
と
し
て
参
加

し
て
い
る
︒

を
目
指
す
同
宣
言
を
推
進
し

て
い
る
︒

　

今
回
の
改
正
で
は
︑
下
請

中
小
企
業
振
興
法
に
基
づ
く

﹁
振
興
基
準
﹂
の
改
正
（
同

日
施
行
）
に
お
い
て
︑
親
事

業
者
お
よ
び
下
請
事
業
者

は
︑
下
請
代
金
を
手
形
等
で

支
払
う
場
合
の
支
払
サ
イ
ト

に
つ
い
て
︑
業
種
を
問
わ
ず

60
日
以
内
と
す
る
こ
と
を
徹

底
す
る
旨
が
規
定
さ
れ
た
こ

と
を
踏
ま
え
︑
ひ
な
形
文
中

の﹁
手
形
な
ど
の
支
払
条
件
﹂

の
項
目
を
変
更
し
た
︒

　

経
産
省
で
は
︑
既
に
同
宣

言
を
公
表
し
て
い
る
企
業
に

対
し
て
は
新
し
い
ひ
な
形
で

の
宣
言
の
更
新
を
︑
ま
だ
同

宣
言
を
公
表
し
て
い
な
い
企

業
に
対
し
て
は
︑
こ
の
機
会

に
宣
言
を
行
う
よ
う
呼
び
か

け
て
い
る
︒

福
岡
厚
労
大
臣
名
で

「
長
時
間
労
働
削
減
」
を

要
請

働
き
方
の
見
直
し
を
呼
び
か
け

　

厚
生
労
働
省
は
こ
の
ほ

ど
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

に
対
し
︑
福
岡
資
麿
厚
生
労

働
大
臣
名
で
﹁
長
時
間
労
働

削
減
を
始
め
と
す
る
働
き
方

の
見
直
し
に
向
け
た
取
組
に

国交省・全ト協  令和５年度国土交通省補正予算

「中小トラック事業者向けテールゲートリフター等導入等支援事業」申請受付中
申請受付期間：令和６年９月24日〜11月 30日（先着順にて交付決定）

　全日本トラック協会は、令和５年度国土交通省補正予算において、「中小トラック事業者向けテールゲートリフター等
導入等支援事業」の執行団体として補助金申請の募集を行っている（申請受付期限：11月 30日）。
　補助対象事業および申請資格は表の通りで、補助対象期間は令和 5年 11 月 10 日から 6年 11 月
30日まで。具体的な申請要件等の詳細は、全ト協ホームページ内の同事業特設ページ（二次元コード）
を参照。
　お問い合わせは、全ト協補助金担当（TEL03ｰ3354-1069／9時～17時〔12時～13時を除く〕）まで。

表　補助対象事業および申請資格
種類 補助対象事業 申請資格

1.【車両の効率化設備の導入等事業】

①テールゲートリフター 
⑴中小トラック運送事業者
⑵上記⑴にトラックを貸渡すリース事業者

②トラック搭載型クレーン
③トラック搭載用 2段積みデッキ
④速度制限装置の機能改修 

2.【業務効率化事業】

⑤予約受付システム ⑴中小トラック運送事業者であって、以下のいずれか
に該当するもの
・「ホワイト物流」推進運動の自主行動宣言を行っ
ている

・働きやすい職場認証制度の認証を取得している
・パートナーシップ構築宣言を行っている
⑵中小トラック運送事業者と連携する荷主企業又は倉
庫業者であって、以下のいずれかに該当するもの
・「ホワイト物流」推進運動の自主行動宣言を行っ
ている

・パートナーシップ構築宣言を行っている
⑶上記⑴または⑵にシステムを貸渡すリース事業者

⑥ASNシステム
⑦受注情報事前確認システム
⑧パレット等管理システム 
⑨配車計画システム
⑩求貨求車システム
⑪運行・労務管理システム
⑫契約書電子化システム
⑬車両動態管理システム（※）

3.【経営力強化事業】 ⑭原価管理システム ⑴⑤～⑬の申請資格⑴に該当する者
⑵上記⑴にシステムを貸渡すリース事業者

⑮M&A・事業承継 ⑤～⑬の申請資格⑴に該当する者

4. 【人材確保・育成事業】

⑯人材採用活動 ⑤～⑬の申請資格⑴に該当する者

⑰人材育成活動 ⑴⑤～⑬の申請資格⑴に該当する者
⑵上記⑴に対して講習等を実施する人材育成機関

⑱ 大型免許、けん引免許及びフォ
ークリフト運転資格  ⑤～⑬の申請資格⑴に該当する者

※ ⑤～⑫のいずれかのシステムとの同時導入（重複申請）が必要

先
進
安
全
自
動
車
等
の

導
入
を
支
援

令
和
６
年
度
「
事
故
防
止

対
策
支
援
推
進
事
業
」

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

令
和
６
年
度
﹁
事
故
防
止
対

策
支
援
推
進
事
業
﹂
に
係
る

補
助
金
の
申
請
受
付
を
行
っ

て
い
る
︒

　

国
交
省
で
は
︑
自
動
車
運

送
事
業
に
お
け
る
交
通
事
故

防
止
の
観
点
か
ら
︑
先
進
安

全
自
動
車
（
Ａ
Ｓ
Ｖ
）
や
運

行
管
理
の
高
度
化
に
資
す
る

機
器
の
導
入
等
の
取
り
組
み

を
支
援
す
る
た
め
︑
要
件
を

満
た
し
た
事
業
者
に
対
し
て

補
助
金
を
交
付
す
る
同
事
業

を
実
施
し
て
い
る
︒

　

実
施
す
る
補
助
事
業
の
詳

細
と
申
請
受
付
期
間
は
︑
表

の
通
り
︒
な
お
︑
申
請
受
付

期
間
中
に
申
請
総
額
が
予
算

額
に
達
す
る
場
合
は
︑
申
請

受
付
期
間
で
あ
っ
て
も
申
請

受
付
を
終
了
す
る
︒
な
お
︑

﹁
運
行
管
理
の
高
度
化
に
対

す
る
支
援
﹂
に
つ
い
て
は
︑

予
算
の
上
限
に
達
し
た
た
め

終
了
し
た
︒

　

今
年
度
の
申
請
受
付
窓
口

は
︑
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｎ
㈱
で
︑

運
輸
支
局
等
で
は
受
け
付
け

な
い
︒

　

申
請
に
関
す
る
詳
細
は
︑

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ａ

Ｎ
㈱
申
請
ポ

ー
タ
ル
サ
イ

ト
（
二
次
元

コ
ー
ド
）
を
参
照
︒

表　補助事業の概要
♦先進安全自動車（ASV）の導入に対する支援※１
①受付期間：令和 7年 1月 31日まで
②補助対象装置等

補助対象装置 補助対象車両 補助率 補助限度額
衝突被害軽減ブレーキ
（歩行者検知機能付き）

車両総重量 3.5 トン超
のトラック

2
分
の
1

100,000 円
※２

車間距離制御装置＋車
線維持支援制御装置 トラック 100,000 円

ドライバー異常時対応
システム トラック 100,000 円

先進ライト トラック 100,000 円

側方衝突警報装置 車両総重量 3.5 トン超
のトラック 50,000 円

後側方接近車両注意喚
起装置

車両総重量 3.5 トン超
のトラック 50,000 円

アルコール・インター
ロック トラック 100,000 円

事故自動通報システム トラック

（後付け以外）
50,000 円
（後付け）
30,000 円

♦過労運転防止のための先進的な取組に対する支援※１
①受付期間：6年 7月 30日～ 7年 1月 31日
②補助対象機器：下記の機器であって、国土交通大臣が選定したもの
　○ IT を活用した遠隔地における点呼機器（IT 点呼機器）
　○遠隔点呼機器
　○自動点呼機器
　○運行中における運転者の疲労状態を計測する機器
　○休息期間における運転者の睡眠状態等を測定する機器
　○運行中の運行管理機器
③補助率：取得に要する経費の 2分の 1
④ 補助限度額：一部の機器に 1台あたりの上限あり（詳細は申請ポータ
ルサイトを参照）
⑤ 1事業者あたりの上限額：80万円

♦社内安全教育の実施に対する支援
①受付期間：6年 7月 30日～ 7年 1月 31日
② 補助対象コンサルティング：国土交通大臣が認定したコンサルティン
グメニュー
③補助率：コンサルティング活用に要する経費の 3分の 1
④ 1事業者あたりの上限額：100万円
※１：令和 6年 4月 1日以降に導入したものが補助対象となる
※２： トラクタに装着するものであって、当該トラクタとともにトレーラを導

入する場合の補助限度額は 150,000 円

務
に
つ
い
て
は
︑
長
時
間
労

働
の
背
景
と
し
て
︑
取
引
慣

行
上
の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
る

こ
と
か
ら
︑
荷
主
と
な
る
場

合
に
は
︑
長
時
間
の
恒
常
的

な
荷
待
ち
を
発
生
さ
せ
な
い

取
り
組
み
等
を
行
う
こ
と

③
自
社
の
働
き
方
改
革
等
に

よ
り
︑
下
請
等
中
小
事
業
者

に
適
正
な
コ
ス
ト
負
担
を
伴

わ
な
い
短
納
期
発
注
や
発
注

内
容
の
頻
繁
な
変
更
な
ど
の

﹁
し
わ
寄
せ
﹂
を
生
じ
さ
せ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
取
引
上

必
要
な
配
慮
を
行
う
こ
と

 

上
越
運
送
が
国
土
交
通
大

臣
賞
を
受
賞

「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動

コ
ン
ク
ー
ル
」
の

結
果
発
表

　
（
公
財
）
交
通
エ
コ
ロ
ジ
ー

・
モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団
は
11
月

１
日
︑﹁
２
０
２
４
年
度
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
﹂

の
審
査
結
果
を
発
表
し
た
︒

そ
れ
に
よ
る
と
︑
事
業
部
門

（
緑
ナ
ン
バ
ー
）
の
最
優
秀

賞
で
あ
る
国
土
交
通
大
臣
賞

は
上
越
運
送
㈱
（
新
潟
県
）

が
受
賞
︒
同
部
門
は
優
秀
賞

が
４
件
︑
同
優
秀
認
定
証
が

10
件
︑
同
優
良
賞
が
22
件
だ

ま
た
︑
中
小
企
業
等
が
賃
上

げ
の
原
資
を
確
保
で
き
る
よ

う
︑
取
引
事
業
者
全
体
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
︑

労
務
費
︑
原
材
料
費
︑
エ
ネ

ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
上
昇
分
を

適
切
に
転
嫁
で
き
る
よ
う
取

り
組
む
こ
と

④
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら

の
︑
中
小
企
業
に
お
け
る
月

60
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労

働
に
対
す
る
割
増
賃
金
率
の

引
上
げ
へ
の
対
応
も
含
め
︑

時
間
外
労
働
に
対
す
る
割
増

賃
金
を
適
正
に
支
払
う
こ
と

っ
た
︒
な
お
︑
上
位
入
賞
者

（
大
臣
賞
︑
審
査
委
員
長
特

別
賞
︑優
秀
賞
）の
表
彰
と
︑

大
臣
賞
受
賞
事
業
者
等
の
取

り
組
み
紹
介
は
︑
11
月
22
日

に
東
京
都
千
代
田
区
の
内
幸

町
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る﹁
２

０
２
４
年
度
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹂
の
中
で
実
施

さ
れ
る
︒

 

健
康
経
営
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
！

セ
ミ
ナ
ー
開
催

「
従
業
員
の
ウ
ェ
ル
ネ
ス

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
テ
ー
マ
に

　

健
康
経
営
優
良
法
人
認
定

事
務
局（
日
本
経
済
新
聞
社
）

は
︑12
月
５
日
㈭
13
時
か
ら
︑

﹁
上
場
企
業
に
求
め
ら
れ
る

従
業
員
の
ウ
ェ
ル
ネ
ス
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
と
は　

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ

Ｏ
Ｎ
！
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
︑
東

京
都
千
代
田
区
の
イ
イ
ノ
ホ

ー
ル
＆
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ

ン
タ
ー
Ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
Ａ
で
開
催

す
る
︒

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
︑﹁
人
材

採
用
・
定
着
に
効
く
従
業
員

ウ
ェ
ル
ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
﹂︑

﹁
従
業
員
の
ウ
ェ
ル
ネ
ス
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
は
企
業
価
値
に

ど
の
よ
う
に
寄
与
す
る
か
﹂︑

﹁﹃
治
療
と
仕
事
の
両
立
支

援
﹄
~
安
心
し
て
長
く
働
け

る
職
場
づ
く
り
~
﹂︑﹁
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
﹃
健
康
経
営
の

有
益
性
と
は
﹄﹂
な
ど
に
つ
い

て
企
業
の
管
理
者
な
ど
が
登

壇
し
て
講
演
す
る
と
と
も
に
︑

﹁
健
康
経
営
へ
の
第
一
歩
を
︑

サ
ポ
ー
タ
ー
と
共
に
踏
み
出

そ
う
﹂
を
テ
ー
マ
に
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
る
︒

　

参
加
費
は
無
料
で
︑
定
員

は
１
０
０
人
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽

選
）︒
な
お
︑

申
込
の
締
切

は
11
月
28
日

㈭
23
時
59
分
︒

「物流施設におけるDX推進実証事業費補助金」の
３次公募開始　11月22日 17時まで

　国土交通省では、物流施設における自動化・機械化・デジタル化の優れた
取り組みについて、システム構築や自動化機器導入等への支援を行うことに
より、物流施設におけるDXの強力な推進を図るため、「物流施設における
DX推進実証事業費補助金」の３次公募を 11月 22日まで行っている。 
　同公募の補助対象事業者は、①倉庫業法（昭和 31年法律第 121号）第３
条の登録を受けた倉庫事業者、②貨物利用運送事業法（平成元年法律第82号）
第３条第１項の登録を受けた第一種貨物利用運送事業者、同法第 20条の許
可を受けた第二種貨物利用運送事業者、同法第 35条第 1項の登録を受けた
者または同法第 45条第 1項の許可を受けた者、③自動車ターミナル法（昭
和 34年法律第 136号）第３条の許可を受けた同条第２号に規定するトラッ
クターミナル事業者、④貨物自動車運送事業法（平成元年法律第 83号）第
３条第１項の許可を受けた一般貨物自動車運送事業者、同法第 35条第１項
の許可受けた特定貨物自動車運送事業者、同法第 36条第１項の届出をした
貨物軽自動車運送事業者、⑤物流不動産開発事業者、⑥その他①～⑤に掲げ
る事業者と共同で事業を実施する事業者。なお、システムベンダー等の事業
者が、単独で同事業の申請を行うことはできない。
　支援割合は 2分の１。支援上限は、システム構築・連携について 1社当
たり：2,500 万円、DX 機器導入について同 1億 1,500 万円で、システム構築・
連携とDX機器の導入は同時に行うことを条件とする。応募受付期限は、11
月 22日㈮ 17時まで（必着）。 
　応募方法は、二次元コードの「物流施設におけるDX推進事務局」ホーム
ページ（HP）に掲載の各種申請様式から必要事項を記入の上、必要書類を
添えて「物流施設におけるDX推進事務局」へ提出。 
　公募に係る問い合わせおよび申請書の提出先は推進事務
局：info@butsuryu-dx.go.jp へ。
　また、問い合わせ先は同省物流・自動車局 貨物流通事業
課（岡田、上村、荒川　電話：03-5253-8297）  。

第4回3省合同会議（11月11日、TKP新橋カン
ファレンスセンター）

第４回「官民物流標準化懇談会」（11月5日、
国土交通省）

経 産 省

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
受
け
て
　

　
　
　
　
　
取
り
ま
と
め
案
を
検
討

来
年
４
月
の
改
正
物
効
法
一
部
施
行
に
向
け
て
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働
い
て
い
る
う
ち
に
︑
社
内

や
取
引
先
の
ス
タ
ッ
フ
と
の

信
頼
関
係
を
構
築
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒
そ
ん

な
私
の
姿
を
見
た
兄
が
︑
仕

事
ぶ
り
を
認
め
て
く
れ
た
の

か
︑
入
社
翌
年
に
は
正
社
員

に
︑
さ
ら
に
は
部
長
︑
常
務

へ
と
登
用
し
て
く
れ
た
の
で

す
︒

　

し
か
し
︑
そ
の
兄
も
病
気

に
な
り
︑
社
長
職
を
続
け
る

こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
︒
そ
こ
で
私
に
白

羽
の
矢
が
立
ち
︑
社
長
に
就

任
し
た
の
が
︑
平
成
12
年
の

こ
と
で
す
︒
兄
の
他
界
後
も
︑

当
社
役
員
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

を
受
け
な
が
ら
社
長
業
を
続

け
︑
令
和
３
年
４
月
︑
私
の

娘
の
夫
で
︑
当
時
常
務
だ
っ

た
立
花
保
孝
に
社
長
職
を
譲

り
ま
し
た
︒
現
在
は
会
長
と

い
う
立
場
か
ら
会
社
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
︒

■
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の

「
仕
事
の
楽
し
さ
・
や
り
が

い
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な

も
の
だ
と
お
考
え
で
す
か
。

　

会
社
の
ピ
ン
チ
を
︑
全
社

一
丸
と
な
っ
て
乗
り
越
え
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
︒
社
長
就

任
当
初
は
︑
ち
ょ
う
ど
取
引

先
企
業
の
倒
産
が
相
次
ぎ
︑

当
社
の
経
営
状
況
は
非
常
に

厳
し
い
も
の
で
し
た
︒
そ
こ

で
︑
長
年
運
送
業
に
携
わ
っ

て
き
た
︑
頼
れ
る
存
在
で
あ

る
︑
現
在
の
専
務
に
助
け
を

求
め
な
が
ら
︑
ど
ん
な
運
送

依
頼
も
積
極
的
に
こ
な
し
て

い
き
ま
し
た
︒
そ
の
大
変
な

時
期
に
入
社
し
て
く
れ
た
の

が
︑
現
社
長
の
立
花
で
す
︒

立
花
は
そ
れ
ま
で
酒
問
屋
に

勤
務
し
て
い
ま
し
た
が
︑
当

社
の
危
機
を
救
う
べ
く
︑
入

社
を
申
し
出
て
く
れ
た
の
で

す
︒
非
常
に
心
強
く
︑
と
て

も
う
れ
し
い
出
来
事
で
し
た
︒

　

私
が
こ
の
仕
事
を
続
け
て

い
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
︑

現
在
の
社
長
や
専
務
を
は
じ

め
と
し
た
︑
周
囲
か
ら
の
サ

ポ
ー
ト
が
あ
っ
た
か
ら
で
︑

私
ひ
と
り
の
力
で
は
何
も
で

き
ま
せ
ん
︒
私
を
支
え
て
く

れ
た
役
員
と
︑
頼
れ
る
ド
ラ

イ
バ
ー
た
ち
の
お
か
げ
で
今

の
当
社
が
あ
り
︑
彼
ら
は
当

社
の
宝
で
す
︒
当
社
の
メ
ン

バ
ー
一
人
ひ
と
り
の
熱
い
心

が
︑
私
を
奮
い
立
た
せ
︑
そ

う
し
た
素
晴
ら
し
い
社
員
に

恵
ま
れ
た
こ
と
が
︑
今
ま
で

会
社
を
永
続
さ
せ
て
く
れ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
︒

■
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
お
け

る
最
も
重
要
な
取
り
組
み

は
何
だ
と
お
考
え
で
す
か
。

　

安
全
対
策
で
す
︒
ド
ラ
イ

バ
ー
た
ち
は
と
も
に
闘
っ
て

く
れ
る
同
志
で
す
が
︑
一
度

だ
け
猛
反
発
を
受
け
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
︒
平
成
16
年
ご

ろ
︑
初
め
て
デ
ジ
タ
ル
タ
コ

続
け
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い

が
人
一
倍
強
い
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
︒

　

最
近
は
20
代
・
30
代
の
未

経
験
者
が
立
て
続
け
に
入
社

し
︑
活
躍
中
で
す
︒
若
い
世

代
の
入
社
は
︑
会
社
に
も
︑

私
に
も
元
気
を
与
え
て
く
れ

ま
す
︒

　

当
社
の
採
用
方
法
で
多
い

■ 

「
物
流
の
２
０
２
４
年
問

題
」
解
決
の
た
め
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
は
何
で

す
か
。

　

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

平
均
給
与
は
︑
他
業
種
よ
り

２
割
低
い
と
い
う
現
状
が
あ

り
ま
す
が
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
は
︑
国
民
の
生
活
と

経
済
を
支
え
る
た
め
に
必
要

不
可
欠
な
仕
事
で
す
︒
一
般

企
業
の
荷
主
た
ち
は
︑
経
済

活
動
の
中
で
非
常
に
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
ト
ラ
ッ

ク
運
送
に
係
る
運
賃
・
料
金

を
︑単
な
る
﹁
物
流
コ
ス
ト
﹂

と
し
て
し
か
捉
え
て
い
な
い

方
が
い
ま
だ
に
多
い
と
思
い

ま
す
︒

　

例
え
ば
当
社
の
よ
う
に
︑

北
は
稚
内
か
ら
南
は
函
館
ま

で
︑
広
大
な
北
海
道
で
の
ト

■ 

近
年
力
を
入
れ
て
い
る
取

り
組
み
は
何
で
す
か
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
に
ず
っ
と
健

康
で
い
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
の
が
︑
私
の
願
い
で
す
︒

当
社
で
は
近
年
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
に
永
く
働
き
続
け
て
も
ら

う
た
め
の
︑
健
康
に
関
す
る

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
ま

す
︒
当
社
の
運
行
は
︑
深
夜

か
ら
早
朝
に
か
け
て
開
始
す

る
も
の
が
中
心
で
︑
３
時
~

４
時
に
出
社
す
る
ド
ラ
イ
バ

ー
が
少
な
く
な
り
ま
せ
ん
︒

そ
う
な
る
と
︑
朝
食
を
摂
ら

な
い
ド
ラ
イ
バ
ー
も
い
ま
す
︒

そ
こ
で
︑
会
社
の
冷
蔵
庫
に

バ
ナ
ナ
と
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
を

常
備
し
て
朝
食
と
し
て
支
給

し
︑
し
っ
か
り
朝
食
を
摂
っ

た
か
ど
う
か
の
確
認
と
︑
当

日
の
血
圧
値
を
︑
配
車
担
当

者
が
チ
ェッ
ク
し
て
い
ま
す
︒

　

当
社
の
よ
う
な
規
模
の
会

社
の
場
合
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
一

人
ひ
と
り
と
日
々
顔
を
合
わ

せ
て
会
話
し
︑
健
康
状
態
を

把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
︒
運
行
管
理
に
携
わ
る
ス

タ
ッ
フ
全
員
が
︑
各
ド
ラ
イ

バ
ー
の
デ
ジ
タ
コ
デ
ー
タ
や

健
康
状
態
︑
睡
眠
時
間
な
ど

を
共
有
し
︑
細
か
く
管
理
し

て
く
れ
る
こ
と
は
︑
本
当
に

あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
︒

ま
た
私
自
身
も
︑
何
か
困
っ

て
い
る
こ
と
は
な
い
か
な
ど
︑

社
員
た
ち
に
積
極
的
に
声
を

か
け
た
り
︑
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
っ
た
り
と
︑
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
日
々
続
け
て
い
ま

グ
ラ
フ
を
導
入
し
た
と
き
で

す
︒
当
社
は
こ
の
地
域
で
も

か
な
り
早
い
段
階
で
︑
安
全

対
策
強
化
の
た
め
︑
全
車
両

に
デ
ジ
タ
コ
を
装
着
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
︒
す
る
と
︑

﹁
俺
た
ち
を
監
視
す
る
気

か
︒
俺
た
ち
の
仕
事
は
信
用

さ
れ
て
い
な
い
の
か
﹂
と
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
猛
反
発
が

起
き
た
の
で
す
︒

　

私
は
︑﹁
会
社
と
ド
ラ
イ

バ
ー
を
守
る
た
め
に
︑
共
有

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
情
報

が
あ
る
︒
だ
か
ら
︑
記
録
を

と
っ
て
︑
よ
り
安
全
性
を
高

め
よ
う
﹂
と
説
明
し
ま
し
た

が
︑
反
発
の
声
は
や
ま
ず
︑

私
は
こ
う
提
案
し
ま
し
た
︒

﹁
デ
ジ
タ
コ
の
記
録
を
１
０

０
点
満
点
で
点
数
化
し
て
︑

90
点
以
上
取
る
こ
と
が
で
き

た
ら
報
奨
金
を
出
す
﹂︒
す

る
と
︑
最
初
期
こ
そ
90
点
以

上
の
達
成
者
は
２
~
３
人
し

か
い
な
か
っ
た
も
の
の
︑
自

分
の
安
全
運
転
が
デ
ー
タ
に

よ
り
客
観
的
に
証
明
さ
れ
る

喜
び
や
︑
報
奨
金
と
い
う
か

た
ち
で
給
与
に
反
映
さ
れ
る

や
り
が
い
を
感
じ
た
ド
ラ
イ

バ
ー
た
ち
が
︑
デ
ジ
タ
コ
の

デ
ー
タ
を
用
い
た
安
全
運
転

指
導
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に

な
り
︑
半
年
も
経
た
な
い
う

ち
に
︑
全
ド
ラ
イ
バ
ー
が
90

点
以
上
を
達
成
し
ま
し
た
︒

全
ド
ラ
イ
バ
ー
達
成
以
降

は
︑
報
奨
金
と
い
う
形
で
は

な
く
︑
給
与
の
ベ
ー
ス
を
ア

ッ
プ
す
る
こ
と
で
︑
安
定
し

た
収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う
に

の
は
︑
社
内
の
ド
ラ
イ
バ
ー

か
ら
の
紹
介
で
す
︒
実
際
に

当
社
で
働
い
て
い
る
ド
ラ
イ

バ
ー
が
︑﹁
知
人
・
友
人
に

も
自
分
と
同
じ
会
社
で
働
い

て
も
ら
い
た
い
﹂
と
思
っ
て

く
れ
る
こ
と
は
︑
非
常
に
あ

り
が
た
い
こ
と
で
す
︒ま
た
︑

大
ベ
テ
ラ
ン
た
ち
も
元
気
に

活
躍
中
で
︑
長
年
在
籍
し
て

ラ
ッ
ク
輸
送
を
行
う
に
は
︑

高
速
道
路
の
利
用
が
必
要
不

可
欠
で
す
︒
当
社
の
場
合
は
︑

取
引
先
が
高
速
料
金
を
し
っ

か
り
支
払
っ
て
く
れ
て
い
る

た
め
︑
高
速
道
路
を
活
用
し

て
の
輸
送
を
行
う
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
︒

　

私
た
ち
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
が
今
行
っ
て
い
る
の
は
︑

﹁
物
流
に
か
け
る
運
賃
や
料

金
を
い
か
に
上
げ
て
い
く
か
﹂

と
い
う
闘
い
で
す
︒
全
ト
協

と
官
公
庁
が
一
体
と
な
っ
て

行
っ
て
い
る
数
々
の
取
り
組

み
は
︑
私
た
ち
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
に
対
し
て
︑﹁
ド

ラ
イ
バ
ー
を
守
る
た
め
に
︑

同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
と
も

に
突
き
進
ん
で
い
こ
う
﹂
と

い
う
希
望
を
植
え
付
け
て
く

れ
る
も
の
で
す
︒
そ
し
て
︑

そ
の
取
り
組
み
を
各
事
業
者

し
ま
し
た
︒

　

デ
ジ
タ
コ
の
導
入
に
よ
っ

て
︑
社
内
の
安
全
意
識
の
高

揚
を
実
感
し
た
こ
と
も
あ

り
︑
運
行
管
理
に
関
す
る
ツ

ー
ル
は
積
極
的
に
活
用
し
よ

う
と
決
め
ま
し
た
︒
現
在
当

社
で
は
︑
全
車
両
の
位
置
や

運
行
デ
ー
タ
を
把
握
で
き
る
︑

﹁
デ
ジ
タ
ル
動
態
管
理
シ
ス

テ
ム
﹂
を
導
入
し
︑
安
全
対

策
に
役
立
て
て
い
ま
す
︒

　

こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
は
︑

会
社
が
常
に
ド
ラ
イ
バ
ー
が

安
全
か
ど
う
か
を
見
守
る
た

め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
︑

我
々
経
営
者
・
管
理
者
層
に

と
っ
て
非
常
に
有
益
な
ツ
ー

ル
で
あ
る
と
同
時
に
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
に
と
っ
て
も
非
常
に

心
強
い
味
方
に
な
り
ま
す
︒

し
っ
か
り
と
休
憩
・
休
息
を

取
る
こ
と
や
︑
渋
滞
や
事
故

等
の
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ

た
際
の
対
応
な
ど
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
を
守
る
た
め
の
助
け
と

な
る
か
ら
で
す
︒
こ
う
し
た

機
器
や
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
や
安
全
意
識
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
に
繋
が
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
︒

■
女
性
部
会
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
お
考

え
で
す
か
。

　

女
性
部
会
の
設
立
は
︑
私

に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な
出

来
事
で
し
た
︒
私
が
社
長
に

就
任
し
た
平
成
12
年
当
時
︑

女
性
の
社
長
は
ほ
と
ん
ど
お

く
れ
る
方
が
本
当
に
多
い
で

す
︒
大
ベ
テ
ラ
ン
や
︑
長
距

離
運
行
に
出
る
ド
ラ
イ
バ
ー

た
ち
に
対
し
て
は
︑
健
康
状

態
を
特
に
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク

し
︑
健
康
・
安
全
を
第
一
に

運
行
計
画
を
組
ん
で
︑
当
人

と
話
し
合
い
な
が
ら
︑
担
当

業
務
を
決
め
て
い
ま
す
︒

が
確
実
に
実
行
し
て
い
く
こ

と
に
よ
っ
て
︑
こ
れ
か
ら
の

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
輝
く
よ

う
な
未
来
が
拓
け
て
い
く
こ

と
を
︑
私
は
信
じ
て
や
み
ま

せ
ん
︒

　
﹁
物
流
の
２
０
２
４
年
問

題
﹂
が
メ
デ
ィ
ア
で
盛
ん
に

取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
︑
運
賃
・
料
金
値
上
げ
に

向
け
て
の
機
運
が
醸
成
さ
れ

て
い
ま
す
︒
荷
主
と
運
賃
交

渉
を
行
っ
て
適
正
な
運
賃
・

料
金
を
し
っ
か
り
確
保
し
︑

そ
れ
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
還
元

す
る
こ
と
が
︑
今
の
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
が
目
指
す
未
来

で
す
︒

　

今
の
当
社
は
︑
社
員
た
ち

の
力
が
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
っ

て
い
ま
す
︒﹁﹃
物
流
の
２
０

２
４
年
問
題
﹄の
解
決
﹂
や
︑

﹁
運
賃
・
料
金
の
ア
ッ
プ
﹂

ら
ず
︑
同
業
者
の
集
ま
り
で

は
﹁
女
性
だ
か
ら
﹂
と
い
う

だ
け
で
冷
た
い
扱
い
を
受
け
︑

つ
ら
い
思
い
を
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
︒
経
営
者
で
あ

る
こ
と
に
︑
性
差
は
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
︒

　

北
海
道
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
全
地
区
に
先
駆
け
て
札

幌
地
区
ト
協
で
平
成
15
年
に

女
性
部
会
が
誕
生
し
︑
29
年

に
十
勝
地
区
ト
協
の
女
性
部

会
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
︒
私

は
女
性
経
営
者
と
し
て
長
年

孤
軍
奮
闘
し
て
き
ま
し
た

が
︑
女
性
部
会
が
で
き
た
こ

と
で
︑
実
は
多
く
の
仲
間
が

い
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま

し
た
︒

　

女
性
部
会
で
︑
肩
書
は
違

っ
て
も
︑
同
じ
﹁
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
の
経
営
に
携
わ
る

同
志
﹂
に
出
会
う
こ
と
で
視

野
が
広
が
り
︑
他
社
の
仕
事

内
容
や
取
り
組
み
に
つ
い
て

話
を
聞
く
こ
と
は
︑
大
き
な

刺
激
に
な
り
ま
し
た
︒
女
性

部
会
員
同
士
で
新
た
な
取
引

が
生
ま
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
︑

自
分
の
会
社
だ
け
で
は
で
き

な
い
取
り
組
み
も
︑
女
性
部

会
が
あ
る
お
か
げ
で
可
能
に

な
り
ま
し
た
︒
女
性
経
営
者

の
力
を
発
揮
し
て
い
く
た
め

に
も
︑
女
性
部
会
が
組
織
さ

れ
た
こ
と
は
非
常
に
意
義
深

い
こ
と
で
あ
り
︑
私
た
ち
は

そ
こ
で
得
た
も
の
を
自
社
に

持
ち
帰
っ
て
自
社
の
経
営
に

活
か
す
こ
と
に
よ
り
︑
各
社

が
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
︒

も
そ
れ
と
同
じ
で
︑
ひ
と
り

の
力
で
は
決
し
て
で
き
な
い
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
︑
荷

主
︑
消
費
者
と
い
っ
た
多
く

の
人
が
理
解
し
︑
助
け
合
っ

て
こ
そ
実
現
で
き
る
こ
と
で

す
︒
私
が
会
社
で
こ
れ
ま
で

に
行
っ
て
き
た
取
り
組
み
や
︑

女
性
部
会
や
ト
ラ
ッ
ク
協
会

の
活
動
に
参
加
し
て
行
っ
て

き
た
こ
と
は
︑
全
て
﹁
ド
ラ

イ
バ
ー
の
安
心
で
豊
か
な
生

活
の
実
現
﹂
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
が
会
社
レ
ベ
ル
の
目
標

を
そ
れ
ぞ
れ
達
成
し
て
い
く

こ
と
に
よ
っ
て
︑﹁
物
流
の
２

０
２
４
年
問
題
﹂
の
解
決
と

い
う
社
会
レ
ベ
ル
の
目
標
を

実
現
す
る
こ
と
が
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
の
地
位
向
上

や
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
生
活
が

豊
か
に
な
る
こ
と
に
繋
が
る

と
信
じ
て
い
ま
す
︒

す
︒

　

社
員
全
員
に
元
気
に
働
き

続
け
て
も
ら
う
た
め
に
は
︑

健
康
管
理
が
必
要
不
可
欠
で

す
︒
健
康
診
断
の
受
診
後
は
︑

当
社
の
常
務
が
中
心
と
な
っ

て
︑
一
人
ひ
と
り
の
結
果
を

隈
な
く
チ
ェ
ッ
ク
し
︑
個
人

面
談
で
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て

い
ま
す
︒
ま
た
秋
に
は
︑
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
予
防
対

策
と
し
て
︑
会
社
が
全
額
を

負
担
し
︑
全
社
員
に
予
防
接

種
を
受
け
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
︒

　

そ
の
ほ
か
︑
全
社
員
の
が

ん
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
︒

当
社
に
は
実
際
に
が
ん
に
な

っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
が
お
り
︑

も
し
が
ん
に
な
っ
た
ド
ラ
イ

バ
ー
が
い
て
も
︑
休
職
時
の

補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
︑
治
療
が
終
わ
れ
ば
復
職

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

と
整
備
し
た
も
の
で
す
︒﹁
ド

ラ
イ
バ
ー
の
健
康
を
第
一
に

考
え
る
﹂
と
い
う
当
社
の
精

神
を
継
承
し
︑
全
社
員
の
が

ん
保
険
加
入
を
決
め
た
の

は
︑
社
長
の
立
花
で
し
た
︒

　

ま
た
近
年
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
健
康
起
因

事
故
が
発
生
し
て
い
る
こ
と

を
受
け
︑
全
ド
ラ
イ
バ
ー
に

脳
ド
ッ
ク
も
受
診
さ
せ
て
い

ま
す
︒
脳
血
管
疾
患
の
リ
ス

ク
を
早
期
に
見
つ
け
︑
予
防

や
早
期
発
見
に
繋
げ
る
脳
ド

ッ
ク
は
︑北
海
道
ト
協
の
﹁
ド

ラ
イ
バ
ー
健
康
起
因
事
故
防

止
助
成
金
﹂の
助
成
対
象
で
︑

当
社
で
は
そ
の
助
成
金
を
活

用
し
て
い
ま
す
︒
私
は
夫
と

兄
を
早
く
に
病
気
で
亡
く
し

た
こ
と
も
あ
り
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
を
は
じ
め
と
し
た
社
員
た

ち
に
︑
健
康
で
元
気
に
働
き

■
経
営
者
と
な
っ
た
経
緯
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

当
社
は
︑
設
立
当
時
か
ら

ト
レ
ー
ラ
ー
で
の
製
材
・
木

材
チ
ッ
プ
な
ど
の
輸
送
を
主

に
行
っ
て
お
り
︑
創
業
社
長

は
私
の
実
兄
で
す
︒
私
は
当

社
に
入
社
す
る
ま
で
︑
子
ど

も
２
人
を
育
て
る
専
業
主
婦

で
し
た
︒
私
の
夫
は
も
と
も

と
当
社
の
関
連
会
社
で
経
理

を
担
当
し
て
お
り
︑
し
ば
ら

く
し
て
当
社
に
移
籍
し
勤
務

し
て
い
ま
し
た
が
︑
36
歳
と

い
う
若
さ
で
亡
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
︒
夫
が
他
界
し
︑

収
入
が
な
く
な
っ
た
私
は
︑

２
人
の
子
ど
も
を
養
う
た

め
︑
兄
に
﹁
パ
ー
ト
の
経
理

事
務
員
と
し
て
採
用
し
て
ほ

し
い
﹂と
か
け
あ
い
ま
し
た
︒

そ
の
結
果
︑
私
が
当
社
へ
入

社
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
︑

昭
和
60
年
の
こ
と
で
し
た
︒

　

そ
う
し
て
事
務
員
と
し
て

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に
お
け
る
女
性

経
営
者
・
女
性
管
理
者
等
の
資
質
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
︑
女
性
の
活
躍
を

推
進
す
る
た
め
の
提
言
を
行
う
こ
と
に

よ
り
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
発
展
と

地
位
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
掲
げ
︑

平
成
29
年
12
月
に
発
足
し
た
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
女
性
部
会
（
原
玲
子
部
会

長
）
は
︑
今
年
で
設
立
７
周
年
を
迎
え

る
︒
本
特
集
で
は
︑
女
性
部
会
に
所
属

す
る
女
性
経
営
者
へ
の
︑
経
営
に
関
す

る
理
念
や
取
り
組
み
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
へ
の
提
言
や
今
後
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
等

に
関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
届
け
す

る
︒

　

今
回
は
︑
十
勝
地
区
ト
ラ
ッ
ク
協
会

女
性
部
会
長
で
︑
北
海
道
ト
ラ
ッ
ク
協

会
女
性
部
会
長
を
務
め
る
︑
戸
出
優
子

氏
（
道
東
運
輸
㈱
代
表
取
締
役
会
長
）

が
登
場
す
る
︒

す
べ
て
の
安
全
対
策
は
「
ド
ラ
イ
バ
ー
の

安
心
で
豊
か
な
生
活
」
の
た
め
に

道東運輸株式会社
［代表取締役社長　立花保孝］

本　　社　北海道帯広市西23条北1-8-6
資  本  金　7,000万円
設　　立　昭和44年3月6日
従業員数　36人（うちドライバー23人）
車  両  数　41台

会社概要

健
康
管
理
の
強
化
続
け

「
ド
ラ
イ
バ
ー
が
永
く
働
け
る
会
社
づ
く
り
」
を
実
現

戸出会長（写真㊨）と立花社長（写真㊧）

全日本トラック協会女性部会副部会長

道東運輸株式会社
戸出　優子

代表取締役会長

女性経営者の理念とヴィジョン女性経営者の理念とヴィジョンズームアップ！
トラック運送事業トラック運送事業
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︻
解
説
︼
労
働
条
件
の
変
更
手
続
き

に
つ
い
て
は
︑
原
則
と
し
て
︑
使
用
者

は
労
働
者
の
合
意
を
得
ず
に
︑
一
方

的
に
就
業
規
則
を
変
更
し
︑
労
働
条

件
を
労
働
者
の
不
利
益
に
変
更
を
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
（
労
働
契
約

法
第
９
条
）︒

　

た
だ
し
︑
就
業
規
則
の
変
更
が
合

理
的
で
あ
り
︑
変
更
後
の
就
業
規
則

　
パ
ー
ト
労
働
者
の
採
用
を
確
保

す
る
た
め
、
手
当
の
増
額
を
図
り

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
経
営
状
態

が
厳
し
い
の
で
そ
の
分
正
規
労
働

者
の
手
当
を
減
額
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
正
規
労
働
者
に
と
っ
て
は
、

労
働
条
件
の
切
り
下
げ
に
な
っ
て

し
ま
う
わ
け
で
す
が
、
問
題
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。  第293回 

パート優遇のため、
正規労働者の手当
を 減 額 し た い が

を
労
働
者
に
周
知
さ
せ
た
場
合
に
は
︑

例
外
的
に
労
働
条
件
の
変
更
が
認
め

ら
れ
ま
す
︒
そ
し
て
︑
就
業
規
則
の

変
更
が
合
理
的
か
ど
う
か
に
つ
い
て

は
︑
①
労
働
者
の
受
け
る
不
利
益
の

程
度
︑
②
労
働
条
件
の
変
更
の
必
要

性
︑
③
変
更
後
の
就
業
規
則
の
内
容

の
相
当
性
︑
④
労
働
組
合
等
と
の
交

渉
の
状
況
︱
︱
な
ど
を
勘
案
し
て
総

合
的
に
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

（
同
法
第
10
条
）︒

　

そ
こ
で
︑
ご
質
問
の
内
容
を
検
討

す
る
と
︑
似
た
よ
う
な
ケ
ー
ス
と
し

て
済
生
会
山
口
総
合
病
院
事
件
の
判

例
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
︒
同
事
件
は
︑

被
告
で
あ
る
使
用
者
（
病
院
）
側
が

非
正
規
労
働
者
へ
の
手
当
を
新
た
に

設
け
る
の
に
伴
い
︑
正
規
労
働
者
に

支
給
し
て
い
た
住
宅
・
扶
養
関
係
の

手
当
の
一
部
を
廃
止
し
た
り
︑
減
額

し
た
り
す
る
と
い
う
も
の
で
︑
不
満

を
も
っ
た
一
部
労
働
者
ら
が
手
当
減

額
分
の
支
払
い
を
求
め
て
訴
え
を
起

こ
し
ま
し
た
︒

　

こ
れ
に
対
し
裁
判
所
は
︑
ま
ず
︑

原
告
ら
の
月
額
賃
金
や
年
収
の
減
額

率
は
５
％
を
下
回
る
範
囲
で
あ
り
︑

病
院
の
総
賃
金
原
資（
人
件
費
総
額
）

に
占
め
る
本
件
変
更
に
よ
る
減
額
率

は
約
０
・
２
％
に
す
ぎ
ず
︑
い
ず
れ

も
不
利
益
の
程
度
は
大
き
い
と
は
い

え
な
い
と
し
ま
し
た
︒

　

特
に
︑
労
働
条
件
の
変
更
の
必
要

性
に
つ
い
て
は
︑
使
用
者
側
は
︑
新

病
院
の
建
設
を
控
え
て
経
営
状
況
が

厳
し
い
一
方
︑
費
用
総
額
に
占
め
る

人
件
費
比
率
は
右
肩
上
が
り
だ
っ
た

た
め
︑
長
期
的
な
経
営
の
視
点
か
ら
︑

持
続
可
能
な
範
囲
で
手
当
の
組
み
替

え
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
説

明
︒
あ
わ
せ
て
令
和
２
年
４
月
に
パ

ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
が

改
正
さ
れ
て
︑
正
規
労
働
者
と
非
正

規
労
働
者
と
の
間
の
不
合
理
な
待
遇

差
が
禁
止
さ
れ
た
た
め
︑
住
宅
・
扶

養
関
係
の
手
当
の
﹁
説
明
で
き
な
い

格
差
﹂
を
是
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
た
と
主
張
し
ま
し
た
︒
裁
判

所
は
こ
れ
ら
を
認
め
︑
不
利
益
変
更

の
必
要
性
あ
り
と
判
断
し
ま
し
た
︒

　

さ
ら
に
裁
判
所
は
︑
住
宅
・
扶
養

関
係
の
手
当
変
更
後
の
新
た
な
住
宅

補
助
手
当
︑
子
ど
も
手
当
・
保
育
手

当
な
ど
の
相
当
性
を
認
め
る
と
と
も

に
︑
労
働
組
合
等
と
の
団
体
交
渉
も

誠
実
に
行
っ
た
と
認
定
し
︑
原
告
側

の
請
求
を
棄
却
し
ま
し
た
（
令
和
５

年
５
月
24
日
︑
山
口
地
裁
判
決
）︒

そ
の
後
︑
令
和
５
年
の
広
島
高
裁
で

の
控
訴
審
で
も
原
告
側
の
請
求
棄
却

の
結
論
は
変
わ
ら
ず
︑
今
年
の
７
月

に
な
っ
て
最
高
裁
が
上
告
不
受
理
を

決
定
し
た
た
め
︑
使
用
者
側
勝
訴
の

判
決
が
確
定
し
た
も
の
で
す
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑
労
働
条
件
の
切
り

下
げ
は
︑
前
記
４
要
件
を
満
た
す
こ

と
が
必
要
で
す
か
ら
︑
貴
社
の
手
当

改
定
案
が
そ
れ
に
合
致
し
て
い
る
か

ど
う
か
︑
判
決
内
容
も
参
考
に
再
度

検
討
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
︒

Ａ�

労
働
条
件
の
変
更
の
必
要

性
等
４
要
件
を
満
た
せ
ば
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当
コ
ラ
ム
は
︑
い
つ
も
中
小
事

業
者
を
主
た
る
対
象
に
想
定
し
て

書
い
て
い
る
︒
今
回
は
上
場
企
業

の
話
題
を
取
り
上
げ
よ
う
︒

　

今
年
に
入
っ
て
か
ら
︑
上
場
企

業
が
上
場
を
廃
止
す
る
よ
う
な
動

き
が
出
て
き
た
︒
Ｍ
Ｂ
Ｏ
（
経
営

陣
が
参
加
す
る
自
社
株
買
収
）
な

ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
︒
こ
れ
ら

の
企
業
は
非
上
場
化
の
理
由
を
︑

い
ず
れ
も
﹁﹃
２
０
２
４
年
問
題
﹄

な
ど
へ
の
対
応
と
し
て
柔
軟
な
投

資
を
す
る
た
め
﹂な
ど
と
し
て
い
る
︒

　

ず
っ
と
以
前
の
こ
と
だ
が
︑
あ

る
上
場
企
業
の
社
長
が
取
材
の
中

で﹁
上
場
し
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
﹂

と
本
音
を
吐
露
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
︒﹁
短
期
間
で
の
利
益
追
求
を

求
め
る
株
主
が
い
て
︑
長
期
的
な

戦
略
に
基
づ
く
先
行
投
資
な
ど
が

し
づ
ら
い
﹂
と
い
う
の
が
そ
の
理

由
で
あ
る
︒
短
期
的
な
利
益
の
追

求
と
は
︑
毎
期
の
配
当

を
も
っ
と
増
や
せ
と
主

張
す
る﹁
物
言
う
株
主
﹂

に
他
な
ら
な
い
︒﹁
そ
の

よ
う
な
株
主
の
要
求
に

応
え
な
が
ら
戦
略
的
投

資
を
す
る
の
は
大
変

だ
﹂と
い
う
の
で
あ
る
︒

　

同
じ
よ
う
に
︑
非
上

場
の
方
が
﹁
２
０
２
４

年
問
題
﹂
へ
の
柔
軟
な
対
応
が

し
や
す
い
と
い
う
の
も
事
実
だ

ろ
う
︒
だ
が
︑
今
年
に
入
っ
て

か
ら
の
上
場
廃
止
の
動
き
は
そ

れ
だ
け
の
理
由
で
は
な
い
と
思

わ
れ
る
︒
本
当
の
狙
い
は
﹁
同

意
な
き
Ｔ
Ｏ
Ｂ
（
株
式
公
開
買

付
け
）﹂
の
回
避

策
で
は
な
い
か
︒

　

こ
れ
ら
非
上

場
化
の
動
き
の

背
景
に
は
︑
昨

年
８
月
末
に
経

済
産
業
省
が
発

表
し
た
﹁
企
業

買
収
に
お
け
る

行
動
指
針
﹂
が

あ
る
︒
自
社
株

買
い
を
す
る
上

場
企
業
も
あ
る

が
︑
そ
れ
も
同

様
だ
︒
自
社
株

買
い
は
Ｍ
Ｂ
Ｏ

の
よ
う
に
﹁
同

意
な
き
Ｔ
Ｏ
Ｂ
﹂

を
阻
止
す
る
決
定
打
に
は
な
ら

な
い
が
︑
防
御
策
の
一
環
で
あ

る
︒
や
は
り
︑
経
産
省
の
﹁
行

動
指
針
﹂
を
受
け
た
企
業
行
動

の
表
わ
れ
だ
︒

　
﹁
行
動
指
針
﹂
で
は
︑
従
来

の
一
般
的
な﹁
敵
対
的
Ｔ
Ｏ
Ｂ
﹂

と
い
う
表
現
を
﹁
同
意
な
き
Ｔ
Ｏ

Ｂ
﹂
と
し
て
い
る
︒
そ
の
た
め
経

産
省
の
指
針
が
出
さ
れ
て
か
ら

は
︑
マ
ス
コ
ミ
も
﹁
敵
対
的
﹂
か

ら
﹁
同
意
な
き
﹂
へ
と
表
現
を
変

え
る
よ
う
に
な
っ
た
︒

　

こ
の
換
言
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に

﹁
同
指
針
は
全
体
的
に
Ｔ
Ｏ
Ｂ
を

す
る
側
に
有
利
な
内
容
に
な
っ
て

い
る
﹂
と
話
す
上
場
企
業
の
役
員

や
Ｉ
Ｒ
の
責
任
者
が
い
る
︒
実
際

に
︑
様
々
な
業
種
で
﹁
同
意
な
き

Ｔ
Ｏ
Ｂ
﹂
が
増
え
て
き
た
︒
当
業

界
に
お
い
て
も
関
心
を
引
く
よ
う

な
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
の
は
周
知
の

通
り
で
あ
る
︒
一
方
︑
Ｔ
Ｏ
Ｂ
を

仕
掛
け
ら
れ
た
企
業
で
は
︑﹁
行

動
指
針
﹂
に
沿
っ
て
の
対
応
に
苦

労
し
て
い
た
よ
う
に
感
じ
た
︒

　

こ
の
よ
う
に
物
流
業
界
に
お
い

て
も
︑
今
後
さ
ら
に
上
場
企
業
間

に
お
い
て
﹁
同
意
な
き
Ｔ
Ｏ
Ｂ
﹂

が
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
︒
実

際
に
現
在
︑﹁
同
意
な
き
Ｔ
Ｏ
Ｂ
﹂

へ
の
防
衛
策
を
具
体
的
に
検
討
し

て
い
る
上
場
企
業
が
数
社
あ
る
と

推
測
さ
れ
る
︒

　

最
近
は
︑
中
小
事
業
者
間
の
Ｍ

＆
Ａ
も
か
な
り
増
え
て
き
た
︒
大

手
事
業
者
も
中
小
事
業
者
も
︑

業
界
構
造
が
大
き
く
転
換
す
る
時

代
に
入
っ
て
き
た
よ
う
だ
︒

第
344
回

上場廃止は「同意なきTOB」回避か？

　

積
雪
・
凍
結
路
で
は
︑
必

ず
適
切
な
冬
用
タ
イ
ヤ
を
装

着
す
る
と
と
も
に
︑
チ
ェ
ー

ン
の
携
行
︑
立
ち
往
生
す
る

前
の
早
め
の
装
着
が
求
め
ら

れ
ま
す
︒

①
冬
用
タ
イ
ヤ
の
選
び
方

　

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
タ
イ
ヤ

は
︑﹁
ち
ら
つ
く
程
度
の
積
雪

ヤ
の
溝
の
深
さ
が
新
品
時
の

50
％
以
上
残
っ
て
い
る
こ
と

を
︑﹁
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
﹂
で

確
認
し
ま
し
ょ
う
（
一
部
海

外
メ
ー
カ
ー
品
は
除
く
）︒

③
チ
ェ
ー
ン
の
携
行
・
装
着

　

大
雪
警
報
が
発
表
さ
れ
る

な
ど
︑
相
当
量
の
積
雪
が
見

込
ま
れ
る
場
合
等
に
は
︑
チ

ェ
ー
ン
を
携
行
し
て
く
だ
さ

い
︒
ま
た
︑
降
雪
時
に
は
︑

立
ち
往
生
す
る
前
に
早
め
の

チ
ェ
ー
ン
装
着
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
︒
立
ち
往
生
し
た
後

の
装
着
は
︑極
め
て
困
難
で
す
︒

　

突
然
の
大
雪
や
豪
雪
に
見

舞
わ
れ
る
と
︑
シ
ン
グ
ル
タ

イ
ヤ
用
チ
ェ
ー
ン
で
は
脱
出

不
能
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
︒
豪
雪
地
帯
で
は
ダ
ブ
ル

タ
イ
ヤ
用
ト
リ
プ
ル
形
チ
ェ

ー
ン
（
図
１
）
を
装
着
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
︒

④
チ
ェ
ー
ン
の
効
果

　

チ
ェ
ー
ン
を
駆
動
輪
に
装

着
す
る
と
︑
冬
用
タ
イ
ヤ
よ

り
積
雪
・
凍
結
路
で
の
発
進

・
登
坂
性
能
が
向
上
し
ま
す

（
図
２
）︒
一
方
︑
チ
ェ
ー
ン

の
サ
イ
ズ
や
締
め
方
が
不
適

切
な
場
合
︑
タ
イ
ヤ
と
の
間

で
滑
り
が
生
じ
︑
効
果
が
得

ら
れ
ま
せ
ん
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
雪
道
対
策
に
不
可
欠
な

チ
ェ
ー
ン
の
装
着
方
法
に
関

す
る
動
画
を
作
成
し
︑
全
ト

協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）

内
の
﹁
雪
道
対
策
特
設
ペ
ー

ジ
﹂
で
公
開
し
て
い
ま
す
（
二

次
元
コ
ー
ド
①
）︒

⑤
冬
用
タ
イ
ヤ
と
チ
ェ
ー
ン
の

性
能
限
界

　

冬
用
タ
イ
ヤ
お
よ
び
チ
ェ

ー
ン
の
い
ず
れ
も
性
能
限
界

が
あ
り
︑
万
能
で
は
あ
り
ま

せ
ん
︒
例
え
ば
︑
車
両
の
バ

ン
パ
ー
に
接
触
す
る
よ
う
な

新
雪
の
深
い
積
雪
路
で
は
走

行
困
難
で
す
︒

　

運
行
前
に
道
路
・
気
象
情

報
を
確
認
し
︑
運
行
の
可
否

や
経
路
を
検
討
し
て
く
だ
さ

い
︒

　

な
お
︑国
土
交
通
省
で
は
︑

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
﹁
雪
道
で
の

立
ち
往
生
に
注
意
！
~
大
型

車
の
冬
用
タ
イ
ヤ
と
チ
ェ
ー

ン
に
つ
い
て
~
﹂︑チ
ラ
シ
﹁
冬

用
タ
イ
ヤ
の
溝
深
さ
に
注
意

！
~
大
型
車
の
冬
用
タ
イ
ヤ

に
関
す
る
使
用
上
の
注
意
点

~
﹂
を
作
成
し
て
い
ま
す
（
い

ず
れ
も
二
次
元
コ
ー
ド
①
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）︒

で
︑
路
面
と
一
部
接
触
可
能

な
積
雪
状
況
﹂
を
想
定
し
た

タ
イ
ヤ
で
す
︒
路
面
を
覆
う

ほ
ど
の
過
酷
な
積
雪
路
・
凍

結
路
に
お
い
て
は
︑
ス
タ
ッ

ド
レ
ス
表
記
（
国
内
表
記
）

ま
た
は
ス
ノ
ー
フ
レ
ー
ク
マ

ー
ク
（
国
際
表
記
）
が
表
示

さ
れ
て
い
る
冬
用
タ
イ
ヤ
を

装
着
し
て
く
だ
さ
い
︒

　

冬
用
タ
イ
ヤ
は
︑
全
車
輪

に
装
着
し
な
い
と
挙
動
が
安

定
し
な
い
た
め
︑
積
雪
・
凍

結
道
路
で
は
全
車
輪
に
冬
用

タ
イ
ヤ
を
装
着
し
て
く
だ
さ

い
︒

②
冬
用
タ
イ
ヤ
の
使
用
限
度

　

運
行
前
に
は
︑
冬
用
タ
イ

の
注
意
点
を
ま
と
め
て
い
ま

す
︒
積
雪
・
凍
結
道
路
に
お

い
て
は
︑﹁
低
速
ギ
ア
で
ゆ
っ

く
り
発
進
﹂︑﹁
急
坂
道
を
登

り
終
わ
る
ま
で
ギ
ア
チ
ェ
ン

ジ
し
な
い
﹂
︱
︱
な
ど
︑
運

転
操
作
の
注
意
が
必
要
で
す
︒

　

図
５
で
は
︑
立
ち
往
生
が

発
生
し
や
す
い
車
両
に
つ
い

て
ま
と
め
て
い
ま
す
︒
一
軸

駆
動
車
や
連
結
車
︑
空
荷
状

態
の
車
や
形
式
の
古
い
車
両

で
は
︑
積
雪
路
等
に
お
い
て

特
に
立
ち
往
生
が
発
生
し
や

す
い
傾
向
に
あ
る
た
め
︑
注

意
が
必
要
で
す
︒

い
と
判
断
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
︑
荷
主
等
に
輸
送
を
強

要
さ
れ
た
場
合
︑
国
交
省
Ｈ

Ｐ
に
設
置
さ
れ
て
い
る
﹁
輸

送
・
荷
待
ち
・
荷
役
な
ど
に

関
す
る
輸
送
実
態
把
握
の
た

め
の
意
見
等
の
募
集
窓
口
﹂

（
二
次
元
コ
ー

ド
②
）や
︑最

寄
り
の
地
方

運
輸
局
ま
た

は
運
輸
支
局
等
に
通
報
す
る

手
段
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
︒

　

図
３
で
は
︑
雪
国
運
行
の

必
需
品
を
紹
介
し
︑
図
４
で

は
︑
雪
道
に
お
け
る
運
転
上

　

例
年
、
12
月
か
ら
１
月
に
か
け
て
予
想
を

超
え
る
大
雪
が
降
る
ケ
ー
ス
が
増
え
、
高
速

道
路
や
国
道
等
で
多
く
の
大
型
車
両
が
立

ち
往
生
す
る
こ
と
で
、
大
量
の
車
両
が
路

上
に
滞
留
す
る
事
案
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
特
に
、
降
雪
地
域
を
運
行
す
る
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
に
は
、
こ
の
時
期
に
備
え
た

適
切
な
雪
道
対
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
は
首
都
圏
な
ど
普
段
雪
が

少
な
く
、
雪
に
不
慣
れ
な
地
域
等
で
も
大

雪
が
降
る
こ
と
が
あ
り
、
首
都
高
速
道
路

な
ど
が
通
行
止
め
と
な
っ
た
場
合
に
は
大
規

模
な
車
両
滞
留
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。

　

冬
季
に
お
い
て
も
物
流
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
は
雪
に

対
す
る
適
切
な
措
置
・
対
策
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

き
﹂
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒
大

雪
等
に
よ
る
被
害
発
生
が
予

測
さ
れ
る
場
合
に
は
︑﹁
異

常
気
象
時
に
お
け
る
措
置
の

目
安
﹂
を
基
に
︑
着
荷
主
・

発
荷
主
等
と
も
連
携
を
図
り

つ
つ
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
命
と

大
切
な
荷
物
を
守
る
た
め
の

行
動
の
実
践
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
︒

　

雪
道
に
お
い
て
悪
質
な
立

ち
往
生
が
発
生
し
た
場
合
に

は
︑
監
査
を
行
っ
て
事
実
関

係
を
確
認
し
た
上
で
︑
講
じ

た
措
置
が
不
十
分
と
判
断
さ

れ
た
場
合
に
は
︑
行
政
処
分

の
対
象
と
な
り
ま
す
︒
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
ま
た
は
運

行
管
理
者
は
︑
大
雪
に
対
応

し
た
適
切
な
運
行
管
理
を
行

い
ま
し
ょ
う
︒

　

な
お
︑
事
業
者
が
安
全
な

輸
送
を
行
う
こ
と
が
で
き
な

　

過
去
の
大
雪
の
際
に
は
︑

大
型
車
の
立
ち
往
生
が
主
な

原
因
と
な
り
︑
交
通
に
甚
大

な
影
響
が
生
じ
て
い
ま
す
︒

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
は
︑

大
雪
時
等
に
お
い
て
︑
輸
送

の
安
全
の
確
保
に
支
障
が
生

じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
︑

運
行
の
中
止
等
の
指
示
︑
事

業
用
自
動
車
に
冬
用
タ
イ
ヤ

が
装
着
さ
れ
て
い
る
こ
と
の

確
認
︑
冬
用
タ
イ
ヤ
の
溝
の

深
さ
︑
滑
り
止
め
の
措
置
が

講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
確

認
を
行
う
な
ど
︑
輸
送
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要

な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
必

要
で
す
︒

　

国
交
省
が
定
め
た
﹁
異
常

気
象
時
に
お
け
る
措
置
の
目

安
﹂
で
は
︑﹁
大
雪
注
意
報

が
発
表
さ
れ
て
い
る
と
き
は

必
要
な
措
置
を
講
じ
る
べ

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
ま

た
は
運
行
管
理
者
は
︑
気
象

情
報
等
か
ら
輸
送
の
可
否
判

断
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す

が
︑
そ
の
際
︑
出
発
地
や
集

荷
先
︑
配
送
先
お
よ
び
輸
送

経
路
上
の
正
確
な
気
象
情
報

元
コ
ー
ド
①
）
で
公
開
し
て

い
ま
す
︒
同
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
﹁
異
常
気
象
時

に
お
け
る
気
象
情
報
の
入
手

先
（
例
）﹂
な
ど
を
活
用
し
︑

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
の
横
転
事

故
等
が
発
生
し
な
い
よ
う
︑

輸
送
の
可
否
判
断
に
万
全
を

期
し
ま
し
ょ
う
︒

　

ま
た
︑
降
雪
状
況
等
に
よ

り
︑
高
速
道
路
と
並
行
す
る

国
道
等
が
広
範
囲
で
同
時
に

通
行
止
め
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
︒
道
路
・
気
象
情
報

を
こ
ま
め
に
確
認
し
︑
必
要

な
場
合
に
は
荷
主
等
と
も
相

談
し
た
上
で
︑
広
域
迂
回
の

実
施
や
運
行
ル
ー
ト
の
見
直

し
等
を
行
う
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
︒

等
の
入
手
が
極
め
て
重
要
で

す
︒

　

全
ト
協
で
は
︑﹁
異
常
気

象
時
に
お
け
る
気
象
情
報
等

の
入
手
先
（
例
）﹂
を
取
り

ま
と
め
︑全
ト
協
Ｈ
Ｐ
内﹁
雪

道
対
策
特
設
ペ
ー
ジ
﹂（
二
次

図４　雪道における運転上の注意点
①低速ギアでゆっくり発進し、タイヤを空転させない。
②急坂道では登り終わるまで低速ギアを使用し、ギアチェンジしない。
③急発進、急加速、急旋回および急停止は避ける。柔らかくブレーキ。
④カーブに入る前に減速する。速度は控えめ。十分な車間距離。
⑤冬用タイヤの性能には限界があるので、運転時は細心の注意を払う。
⑥冬用タイヤを乾燥路や湿潤路で使用する場合は走行速度に注意する。
（出典）国土交通省「冬用タイヤの溝深さに注意！～大型車の冬用タイヤに関する使用上の注意点～」

（出典）国土交通省「雪道での立ち往生に注意！～大型車の冬用タイヤとチェーンについて～」

積
雪
・
凍
結
道
路
で
の
運
行
前
に
は

積
雪
・
凍
結
道
路
で
の
運
行
前
に
は

運
転
上
の
注
意
点
を
把
握
し
て
お
く

運
転
上
の
注
意
点
を
把
握
し
て
お
く

４
雪
国
運
行
時
に
お
け
る
注
意
点

積
雪
路
で
は
冬
用
タ
イ
ヤ
を
全
車
輪
に
装
着

積
雪
路
で
は
冬
用
タ
イ
ヤ
を
全
車
輪
に
装
着

降
雪
時
に
は
早
め
の
チ
ェ
ー
ン
装
着
を

降
雪
時
に
は
早
め
の
チ
ェ
ー
ン
装
着
を

1
大
型
車
の
冬
用
タ
イ
ヤ
と
チ
ェ
ー
ン

異
常
気
象
時
に
お
け
る
気
象
情
報
等
を
入
手
し

異
常
気
象
時
に
お
け
る
気
象
情
報
等
を
入
手
し

輸
送
の
可
否
判
断
を
万
全
に

輸
送
の
可
否
判
断
を
万
全
に

2
道
路
・
気
象
情
報
の
確
認

雪
道
で
講
じ
た
措
置
が
不
十
分
な
場
合
に
は

雪
道
で
講
じ
た
措
置
が
不
十
分
な
場
合
に
は

行
政
処
分
の
対
象
に

行
政
処
分
の
対
象
に

3
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
の
確
認

図５

（図 1～3 出典）全日本トラック協会「雪道対策マニュアル」

図３

図１

図２

大
雪
が
見
込
ま
れ
る
際
に
は
「
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
」
を
講
じ
ま
し
ょ
う
！

大
雪
が
見
込
ま
れ
る
際
に
は
「
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
」
を
講
じ
ま
し
ょ
う
！

全ト協
「雪道対策特設ページ」

ス
ノ
ー
シ
ー
ズ
ン
到
来

確
実
な
備
え
が
雪
道
で
の
立
ち
往
生
を
未
然
に
防
ぐ

確
実
な
備
え
が
雪
道
で
の
立
ち
往
生
を
未
然
に
防
ぐ
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築
館
運
輸
㈱
（
三
浦
和
彦

代
表
取
締
役
）
は
︑
関
東
地

方
に
米
や
肉
牛
を
︑
ま
た
地

元
の
農
家
向
け
に
農
業
資
材

や
肥
料
な
ど
を
輸
送
す
る
運

送
会
社
で
あ
る
︒

　

同
社
で
は
︑
周
辺
地
域
や

運
行
先
で
雪
が
降
り
始
め
る

前
の
10
月
中
旬
か
ら
11
月
中

旬
に
か
け
て
︑
冬
用
タ
イ
ヤ

へ
の
交
換
を
行
う
︒
同
社
に

は
整
備
士
が
在
籍
し
て
お

り
︑
整
備
士
が
タ
イ
ヤ
交
換

作
業
を
実
施
し
て
い
る
︒

　

近
年
︑
大
型
車
の
車
輪
脱

落
事
故
が
増
加
傾
向
に
あ

る
︒
特
に
︑
冬
用
タ
イ
ヤ
へ

の
交
換
作
業
後
に
車
輪
脱
落

事
故
の
発
生
件
数
が
多
く
な

る
こ
と
か
ら
︑
タ
イ
ヤ
交
換

後
︑
一
定
距
離
を
走
行
し
た

後
に
︑
ト
ル
ク
レ
ン
チ
に
よ

る
増
し
締
め
な
ど
車
輪
脱
落

防
止
対
策
の

実
施
が
求
め

ら
れ
る
︒

　

同
社
で
は
︑

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
実

施
し
て
い
る
﹁
安
全
装
置
等

導
入
促
進
助
成
事
業
﹂（
二

次
元
コ
ー
ド
）を
活
用
し
て
︑

自
立
型
ト
ル
ク
レ
ン
チ
を
導

入
︒
こ
れ
に
よ
り
︑
こ
れ
ま

で
２
人
が
か
り
だ
っ
た
増
し

締
め
作
業
が
１
人
で
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
ほ
か
︑
ト
ル

ク
レ
ン
チ
の
増
力
機
構
に
よ

り
簡
単
に
増
し
締
め
作
業
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
︒

　

ま
た
︑
同
社
で
は
タ
イ
ヤ

メ
ー
カ
ー
の
担
当
者
を
招
い
て

﹁
大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故

防
止
セ
ミ
ナ
ー
﹂を
開
催
し
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
車
輪
脱
落
防

止
へ
の
意
識
を
高
め
て
い
る

ほ
か
︑
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト

に
マ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
︑
運

行
前
に
は
マ
ー
キ
ン
グ
や
ホ

　

同
社
で
は
︑
毎
月
１
回
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
向
け
の
﹁
教
育

研
修
会
﹂を
開
催
し
て
い
る
︒

10
月
の
研
修
会
で
は
︑
チ
ェ

ー
ン
装
着
経
験
の
少
な
い
ド

ラ
イ
バ
ー
を
対
象
に
チ
ェ
ー

ン
装
着
講
習
を
行
い
︑
運
行

先
で
装
着
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
態
に
備
え
︑
実
際
に

装
着
を
体
験
し
て
︑
装
着
の

仕
方
を
覚
え
て
も
ら
う
よ
う

に
し
て
い
る
︒
併
せ
て
︑
雪

が
降
っ
て
き
た
場
合
に
は
無

理
し
て
走
行
せ
ず
︑
早
め
に

チ
ェ
ー
ン
を
装
着
す
る
よ
う

指
導
し
て
い
る
︒

　

同
社
本
社
の
近
く
に
あ
る

東
北
自
動
車
道
築
館
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
︑
宮
城

県
栗
原
市
）
か
ら
大
和
Ｉ
Ｃ

（
宮
城
県
黒
川
郡
大
和
町
）

に
か
け
て
の
区
間
は
︑
冬
に

な
る
と
奥
羽
山
脈
か
ら
強
い

北
風
が
吹
き
つ
け
︑
地
吹
雪

と
な
っ
て
視
界
が
き
か
な
く

な
る
こ
と
が
あ
る
︒
令
和
３

年
１
月
に
は
古
川
Ｉ
Ｃ
（
宮

城
県
大
崎
市
）
~
長
者
原
サ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア（
同
）
間
で
︑

地
吹
雪
に
よ
る
視
界
不
良
が

原
因
と
み
ら
れ
る
車
両
１
４

１
台
が
関
係
す
る
多
重
事
故

が
発
生
し
た
︒
こ
う
し
た
こ

と
を
受
け
て
︑
近
年
で
は
吹

雪
が
見
込
ま
れ
る
際
に
東
北

道
が
早
期
に
通
行
止
め
に
な

る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
︒

　

東
北
道
が
通
行
止
め
に
な

っ
て
し
ま
う
と
︑
並
行
す
る

イ
ー
ル
の
状
態
確
認
を
徹
底

す
る
な
ど
の
対
応
を
行
っ
て

い
る
︒
さ
ら
に
︑
同
社
で
は

整
備
工
場
長
が
増
し
締
め
管

理
表
を
作
成
し
︑
増
し
締
め

を
行
っ
た
か
ど
う
か
を
車
両

ご
と
に
管
理
す
る
な
ど
︑
増

し
締
め
の
し
忘
れ
を
防
ぐ
よ

う
に
し
て
い
る
︒

　
﹁
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
車
輪

脱
落
は
︑
死
亡
事
故
や
重
大

事
故
に
繋
が
り
か
ね
な
い
た

め
︑
車
輪
脱
落
防
止
対
策
の

徹
底
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒

正
し
い
タ
イ
ヤ
交
換
作
業
と

増
し
締
め
を
徹
底
し
︑
車
輪

脱
落
事
故
の
防
止
に
繋
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
﹂

（
三
浦
社
長
）

　
﹁
チ
ェ
ー
ン
未
装
着
に
よ
る

立
ち
往
生
な
ど
︑
輸
送
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要

な
措
置
が
不
十
分
だ
っ
た
場

合
に
は
︑
行
政
処
分
の
対
象

と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
︒

大
雪
時
に
お
い
て
も
安
定
し

た
輸
送
を
維
持
し
続
け
る
た

め
に
は
︑
チ
ェ
ー
ン
の
携
行

や
立
ち
往
生
す
る
前
の
早
め

の
装
着
な
ど
︑
適
切
な
措
置

を
採
る
こ
と
が
重
要
で
す
﹂

（
総
務
経
理
部
経
理
グ
ル
ー

プ　

佐
々
木
凌
雅
氏
）

Ｉ
Ｃ
（
福
島
県
伊
達
郡
国
見

町
）
間
も
通
行
止
め
が
発
生

し
や
す
い
と
い
う
︒

　

同
社
で
は
︑
１
週
間
ほ
ど

前
か
ら
気
象
情
報
を
逐
一
確

認
し
た
上
で
︑
通
行
止
め
が

見
込
ま
れ
る
よ
う
な
場
合
に

は
︑
早
め
に
ド
ラ
イ
バ
ー
に

対
し
て
迂
回
ル
ー
ト
へ
の
変

更
を
指
示
し
て
い
る
︒
同
社

の
場
合
︑
納
品
先
の
場
所
に

も
よ
る
が
︑
関
東
へ
の
輸
送

の
約
７
割
を
東
北
道
経
由

で
︑
約
３
割
を
常
磐
自
動
車

道
経
由
で
行
っ
て
い
る
︒
常

磐
道
は
宮
城
県
内
と
福
島
県

内
で
片
側
１
車
線
と
な
っ
て

お
り
︑
こ
の
区
間
で
事
故
や

故
障
車
が
発
生
し
た
場
合
に

は
︑
長
時
間
通
行
で
き
な
く

な
る
と
い
う
リ
ス
ク
を
抱
え

て
い
る
︒
常
磐
道
を
通
行
す

る
場
合
に
お
い
て
も
︑
運
行

管
理
者
が
道
路
交
通
情
報
な

ど
を
確
認
し
た
上
で
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
に
的
確
に
迂
回
の
指

示
を
行
っ
て
い
る
︒

﹁
当
社
で
は
か
つ
て
︑
首
都

高
速
道
路
が
雪
で
通
行
止
め

に
な
っ
た
際
に
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
独
自
の
判
断
で
一
般
道
に

下
り
た
こ
と
で
猛
烈
な
渋
滞

に
巻
き
込
ま
れ
︑
長
時
間
立

ち
往
生
し
て
し
ま
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
︒
立
ち
往
生

の
場
合
は
︑
い
つ
車
が
動
き

出
す
か
分
か
ら
な
い
た
め
気

が
休
ま
ら
ず
︑
大
変
な
苦
労

を
さ
せ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

思
い
が
あ
り
ま
す
︒
運
行
管

理
者
が
気
象
や
渋
滞
な
ど
の

情
報
を
早
め
に
収
集
し
︑
的

確
に
ド
ラ
イ
バ
ー
に
指
示
を

行
う
こ
と
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

の
負
担
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
﹂（
三
浦
社
長
）

　

同
社
で
は
昨
年
10
月
︑﹁
物

流
の
２
０
２
４
年
問
題
﹂
へ
の

対
応
を
図
る
た
め
に
︑
ク
ラ

ウ
ド
型
運
行
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
導
入
し
た
︒
同
サ
ー
ビ
ス

で
は
︑
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
車
両

の
動
態
管
理
に
対
応
し
て
お

り
︑
車
両
の
現
在
地
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
る
ほ
か
︑
事
務
所
の

モ
ニ
タ
ー
上
で
渋
滞
・
工
事

・
天
候
な
ど
の
情
報
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
︒

　
﹁
車
両
側
に
は
ス
マ
ー
ト
ス

ピ
ー
カ
ー
付
き
の
車
載
器
が

搭
載
さ
れ
て
お
り
︑
運
行
管

理
者
が
送
信
し
た
指
示
を
音

声
で
読
み
上
げ
る
こ
と
で
︑

運
転
中
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
指

示
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
︒
こ
れ
に
よ
り
︑
出
発
後

　

最
後
に
︑
降
雪
の
少
な
い

地
域
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
に
対
し
︑
雪
道
の
備
え
に

関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
三
浦

社
長
か
ら
い
た
だ
い
た
︒

　
﹁
運
行
途
中
で
立
ち
往
生

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
遇
し

て
し
ま
う
と
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

が
非
常
に
苦
労
す
る
こ
と
に

な
る
ば
か
り
か
︑
地
域
交
通

に
甚
大
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
︒

大
雪
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に

は
︑
迂
回
ル
ー
ト
を
利
用
し

た
り
︑
運
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
遅
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
な

ど
の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま

す
︒
そ
し
て
︑
そ
れ
を
判
断

す
る
の
は
現
場
の
ド
ラ
イ
バ

ー
で
は
な
く
︑
運
行
管
理
者

な
の
で
す
︒
冬
季
に
お
け
る

輸
送
の
安
全
確
保
を
図
る
た

め
に
︑
降
雪
の
少
な
い
地
域

の
運
送
会
社
の
運
行
管
理
者

の
皆
様
に
は
︑
雪
へ
の
危
機

意
識
を
強
く
も
ち
︑
こ
ま
め

な
情
報
収
集
と
ス
ピ
ー
デ
ィ

ー
な
対
応
を
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
﹂（
同
）

の
急
遽
の
通
行
止
め
の
際
に

も
︑
運
行
ル
ー
ト
変
更
に
即

座
に
対
応
で
き
る
態
勢
が
整

い
ま
し
た
﹂（
同
）

　

と
こ
ろ
で
︑
大
雪
な
ど
の

異
常
気
象
に
よ
っ
て
ト
ラ
ッ

ク
の
運
行
に
支
障
を
き
た
す

事
案
が
各
地
で
発
生
し
た
こ

と
を
受
け
︑
国
交
省
で
は
令

和
２
年
に
通
達
﹁
台
風
等
に

よ
る
異
常
気
象
時
下
に
お
け

る
輸
送
の
在
り
方
に
つ
い
て
﹂

を
発
出
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
が
安
全
輸
送
を
行
う
こ

と
が
で
き
な
い
と
判
断
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
輸
送
を

強
要
し
た
荷
主
等
に
対
し
て

は
︑
国
交
省
が
荷
主
勧
告
を

行
う
︒

　

三
浦
社
長
に
よ
る
と
︑
こ

う
し
た
通
達
を
受
け
︑
運
送

事
業
者
に
よ
る
運
行
中
止
の

判
断
に
対
す
る
荷
主
の
理
解

は
徐
々
に
広
が
っ
て
い
る
と

い
う
︒
同
社
で
は
︑
運
行
中

止
を
行
う
際
に
は
発
荷
主
に

報
告
︒
発
荷
主
か
ら
到
着
予

定
時
間
を
着
荷
主
に
提
示
す

る
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
︒

国
道
４
号
線
に
車
両
が
集
中

し
︑
長
時
間
動
け
な
く
な
る

ほ
ど
の
大
渋
滞
と
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
る
ほ
か
︑
同

時
に
国
道
４
号
線
も
通
行
止

め
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と
い

う
︒

　

国
土
交
通
省
東
北
地
方
整

備
局
で
は
︑
東
北
道
と
国
道

４
号
線
が
通
行
止
め
に
な
る

場
合
に
備
え
て
︑
国
道
３
９

８
号
線
・
三
陸
沿
岸
道
路
・

国
道
45
号
線
を
経
由
す
る
広

域
迂
回
ル
ー
ト
を
設
定
し
て

い
る
︒
築
館
Ｉ
Ｃ
か
ら
大
和

Ｉ
Ｃ
ま
で
は
︑
通
常
で
あ
れ

ば
30
分
程
度
で
通
行
で
き
る

が
︑
広
域
迂
回
ル
ー
ト
を
使

用
す
る
と
２
時
間
ほ
ど
か
か

る
︒

　

ま
た
︑
東
北
道
で
は
宮
城

県
・
福
島
県
境
の
白
石
Ｉ
Ｃ

（
宮
城
県
白
石
市
）
~
国
見

　

近
年
︑
予
想
を
超
え
る
大
雪
に
見
舞

わ
れ
る
こ
と
で
︑
幹
線
道
路
の
通
行
止

め
や
車
両
の
立
ち
往
生
な
ど
が
各
所
で

発
生
し
て
い
ま
す
︒
た
と
え
平
野
部
で

は
降
雪
し
て
い
な
く
て
も
︑
山
間
部
等

で
は
積
雪
し
て
い
る
こ
と
も
多
い
た
め
︑

雪
へ
の
適
切
な
準
備
が
求
め
ら
れ
ま
す
︒ 　

そ
こ
で
本
特
集
で
は
︑
積
雪
の
多
い

地
域
に
拠
点
を
構
え
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
を
取
材
し
︑
冬
季
に
向
け
た
対

策
の
重
要
性
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
︒

　

今
回
は
︑
宮
城
県
栗
原
市
の
築
館
運

輸
㈱
に
お
け
る
取
り
組
み
で
す
︒

運
行
管
理
者
の
こ
ま
め
な
情
報
収
集
と
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対
応
が
冬
の
物
流
を
守
る

運
行
管
理
者
の
こ
ま
め
な
情
報
収
集
と
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対
応
が
冬
の
物
流
を
守
る

三浦　和彦
代表取締役

総務経理部経理グループ
佐々木　凌雅氏

全
ト
協
の
助
成
を
活
用
し
て
ト
ル
ク
レ
ン
チ
を
導
入

全
ト
協
の
助
成
を
活
用
し
て
ト
ル
ク
レ
ン
チ
を
導
入

車
輪
脱
落
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る

車
輪
脱
落
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る

未
装
着
に
よ
る
立
ち
往
生
は
行
政
処
分
の
対
象
に

未
装
着
に
よ
る
立
ち
往
生
は
行
政
処
分
の
対
象
に

社
内
講
習
を
通
じ
て
チ
ェ
ー
ン
装
着
方
法
を
学
ぶ

社
内
講
習
を
通
じ
て
チ
ェ
ー
ン
装
着
方
法
を
学
ぶ

ク
ラ
ウ
ド
型
運
行
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
新
た
に
導
入

ク
ラ
ウ
ド
型
運
行
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
新
た
に
導
入

悪
天
候
に
よ
る
運
行
ル
ー
ト
の
変
更
に
即
座
に
対
応
可
能

悪
天
候
に
よ
る
運
行
ル
ー
ト
の
変
更
に
即
座
に
対
応
可
能

自
社
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
を
守
る
た
め
に

自
社
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
を
守
る
た
め
に

求
め
ら
れ
る
「
運
行
管
理
者
の
意
識
改
革
」

求
め
ら
れ
る
「
運
行
管
理
者
の
意
識
改
革
」

会 社 名　築館運輸㈱
代 表 者　代表取締役　三浦　和彦
本　　社　宮城県栗原市築館字照越永平67-1
設 　 立　昭和45年12月
資 本 金　3,000万円
従業員数　77人（うちドライバー66人）
車両台数　63台

会社概要

装着経験の少ないドライバーを対象に行う、チェーン装着講習。実践を通じてチェーン
の装着方法を身に付ける

昨
年
10
月
に
導
入
し
た
ク
ラ
ウ
ド

型
運
行
支
援
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
Ｇ
Ｐ

Ｓ
に
よ
る
車
両
の
動
態
管
理
に
対

応
し
て
お
り
（
写
真
㊦
）、
ル
ー
ト

変
更
に
即
座
に
対
応
で
き
る
態
勢

が
整
っ
た

全
ト
協「
安
全
装
置
等
導
入
促
進
助
成

事
業
」を
活
用
し
て
導
入
し
た
自
立
型

ト
ル
ク
レ
ン
チ
を
使
い
、タ
イ
ヤ
交
換

後
の
増
し
締
め
を
行
う

タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
の
担
当
者
を
招
き
、

「
大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
防
止
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
た

スノーシーズン到来 スノーシーズン到来 冬季における安全運行特集冬季における安全運行特集
▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ 雪道でのトラブルを防ぐために雪道でのトラブルを防ぐために  ▲▲  ▲▲  ▲▲ 築館運輸株式会社（宮城県栗原市）



令和6年（2024年）11月15日 （8）第2249号（第3種郵便物認可）

安全運行のオアシス
トラックステーション

全国23か所のトラックステーション（TS）は全国23か所のトラックステーション（TS）は
トラックドライバーの安全運行を支える、トラックドライバーの安全運行を支える、
長距離運行に欠かせない長距離運行に欠かせない
休憩施設です。休憩施設です。

全国23か所のトラックステーション（TS）は
トラックドライバーの安全運行を支える、
長距離運行に欠かせない
休憩施設です。

❶
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❸

❹
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❼
❽

❾
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1213
14

10

1718
19

15
16

22 23

2021

名称 所在地 電話番号 駐車台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 63

❸ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❹ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❺ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❻ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❼ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

❽ 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97

❾ 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 56

� 浜　松 静岡県浜松市中央区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜口 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 37

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37

� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70

� 鳥　栖 佐賀県鳥栖市永吉町 617-1 0942-83-7035 48

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノ口 6045-2 097-597-6233 43

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

2024・11・15

▼
ま
さ
に
︑﹁
高
度
経
済
成
長
期
﹂
真
っ

只
中
の
昭
和
30
年
代
︒
テ
レ
ビ
の
受
信

契
約
が
約
１
千
万
件
を
超
え
︑
三
種
の

神
器
（
他
に
冷
蔵
庫
︑
洗
濯
機
）
が
よ

う
や
く
家
庭
に
根
付
い
た
頃
で
し
た
︒

私
も
﹁
夢
の
箱
﹂
と
も
い
え
る
テ
レ
ビ

に
魅
せ
ら
れ
た
１
人
で
す
︒
自
宅
に
テ

レ
ビ
が
な
い
時
期
は
︑
自
治
会
長
の
大

き
な
お
宅
に
近
所
の
各
家
庭
が
お
菓
子

を
持
ち
寄
る
な
ど
︑
ま
る
で
親
戚
一
同

が
集
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
賑
や
か
さ
で

し
た
︒
▼
そ
の
中
で
私
は
︑
昭
和
39
年

か
ら
放
映
が
始
ま
っ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
人
形

劇
﹃
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
﹄
を

食
い
入
る
様
に
見
て
い
ま
し
た
︒
ひ
ょ

ん
な
こ
と
か
ら
大
海
原
を
漂
流
す
る
羽

目
に
な
っ
た
ひ
ょ
う
た
ん
島
の
人
々

が
︑
辿
り
着
く
先
々
の
国
で
巻
き
起
こ

す
大
騒
動
の
物
語
で
す
︒そ
の
内
容
は
︑

子
供
の
視
点
で
社
会
や
権
威
を
鋭
く
風

刺
し
︑
特
に
セ
リ
フ
の
数
々
は
最
高
で

し
た
︒
初
代
大
統
領
の
﹁
ド
ン
・
ガ
バ

チ
ョ
﹂
と
超
天
才
少
年
の
﹁
博
士
﹂
と

の
丁
々
発
止
の
会
話
は
︑
特
に
秀
逸
で

し
た
︒
こ
の
時
代
は
︑
邦
画
﹃
Ａ
Ｌ
Ｗ

Ａ
Ｙ
Ｓ　

三
丁
目
の
夕
日
﹄
で
描
か
れ

て
い
た
よ
う
に
︑
人
間
が
﹁
が
む
し
ゃ

ら
﹂
に
生
き
て
︑
今
日
の
日
本
の
土
台

を
築
き
上
げ
て
い
た﹁
魂
と
汗
の
結
晶
﹂

の
時
代
で
す
︒
▼
最
近
懐
か
し
く
見
た

邦
画
﹃
無
責
任
一
代
男
﹄
は
︑
ま
さ
に

当
時
の
世
相
を
色
濃
く
反
映
し
た
娯
楽

映
画
で
し
た
︒
ク
レ
イ
ジ
ー
キ
ャ
ッ
ツ

の
植
木
等
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
社
会
を
自

由
奔
放
に
生
き
抜
い
て
︑
や
が
て
企
業

の
頂
点
の
社
長
に
ま
で
出
世
す
る
痛
快

な
物
語
で
す
︒
し
か
し
︑私
が
思
う
に
︑

実
際
の
彼
は
何
ご
と
に
も
緻
密
な
計
算

を
し
︑
相
手
の
特
性
を
見
抜
く
人
た
ら

し
の
傑
物
で
す
︒
こ
れ
が
︑
見
る
者
を

惹
き
付
け
︑
同
映
画
が
シ
リ
ー
ズ
で
30

作
も
続
い
た
一
因
だ
っ
た
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
︒
▼
同
世
代
の
友
人
が
職
を
辞

し
︑
第
二
の
人
生
に
足
を
踏
み
出
し
て

い
ま
す
が
︑
中
々
こ
れ
ま
で
の
人
生
と

の
切
り
替
え
が
で
き
ず
難
儀
し
て
い
る

よ
う
で
す
︒
こ
れ
ま
で
は
︑一
に
仕
事
︑

二
に
仕
事
と
︑
生
活
の
す
べ
て
が
仕
事

で
成
り
立
っ
て
い
ま
し
た
︒
仕
事
に
追

わ
れ
て
い
た
人
間
が
い
ざ
そ
の
定
位
置

が
失
わ
れ
た
時
に
何
を
す
べ
き
か
︑
的

確
な
判
断
が
出
来
か
ね
る
よ
う
で
す
︒

﹁
地
域
の
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
精

を
出
す
﹂︑﹁
自
身
の
た
め
に
趣
味
の
世

界
に
踏
み
出
す
﹂
と
︑
視
野
を
広
げ
れ

ば
今
ま
で
覗
い
た
こ
と
の
な
い
分
野
が

見
え
て
き
ま
す
︒
▼
平
均
寿
命
が
延
び

る
中
で
︑
普
段
か
ら
健
康
に
配
慮
し
て

い
れ
ば
︑身
体
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

新
し
い
未
経
験
の
世
界
の
扉
を
開
く
時

期
が
段
々
と
近
づ
い
て
い
ま
す
︒
内
館

牧
子
著
﹃
終
わ
っ
た
人
﹄
は
︑
定
年
後

の
人
生
を
迎
え
た
団
塊
の
世
代
の
男
性

が
居
場
所
を
求
め
︑
生
甲
斐
を
探
す
反

面
教
師
の
物
語
で
す
︒
あ
る
意
味
滑
稽

で
あ
り
︑
あ
る
意
味
身
に
つ
ま
さ
れ
ま

す
︒
同
世
代
を
共
に
生
き
た
方
々
︑
今

更
﹁
失
敗
﹂
を
心
配
し
た
と
こ
ろ
で
失

う
も
の
は
な
く
︑
大
事
な
の
は
﹁
何
苦

楚
魂
﹂
で
す
︒
勇
気
を
持
ち
︑
そ
し
て

恐
れ
ず
︑
第
二
の
人
生
の
扉
を
開
け
ま

し
ょ
う
！ 

（
山
崎　

薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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㈱
光
運
送
は
︑
本
社
と
武

田
構
内
営
業
所
の
２
拠
点
体

制
で
事
業
を
展
開
し
て
い
る

運
送
会
社
で
あ
る
︒
武
田
構

内
営
業
所
で
は
︑
医
薬
品
や

農
薬
品
を
中
心
と
し
た
輸
送

や
︑
大
手
製
薬
メ
ー
カ
ー
の

工
場
内
運
搬
︑
出
荷
︑
品
質

管
理
な
ど
を
手
が
け
て
い
る
︒

　

同
営
業
所
は
構
内
作
業
員

を
中
心
に
若
い
従
業
員
が
多

く
︑
な
か
に
は
今
年
春
に
高

等
学
校
を
卒
業
し
た
新
卒
従

業
員
も
い
る
︒
若
い
従
業
員

の
中
に
は
︑
健
康
へ
の
取
り

組
み
を
他
人
事
だ
と
思
っ
て

い
る
人
も
少
な
く
な
い
︒
そ

の
た
め
同
社
で
は
︑
若
い
従

業
員
に
元
気
で
長
い
間
当
社

で
働
い
て
ほ
し
い
と
の
思
い

か
ら
︑
若
い
う
ち
か
ら
健
康

に
目
を
向
け
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
た
と
い
う
︒

　

一
方
︑
同
営
業
所
の
ド
ラ

イ
バ
ー
は
関
西
や
関
東
︑
東

北
な
ど
へ
の
長
距
離
輸
送
も

担
っ
て
い
る
が
︑
以
前
は
乗

務
中
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
の
弁
当
や
カ
ッ
プ
麺
な

ど
で
食
事
を
済
ま
せ
る
な

ど
︑
不
摂
生
な
食
生
活
を
送

る
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
︒

ま
た
︑
健
康
診
断
の
結
果
︑

血
圧
や
尿
酸
値
が
高
い
ド
ラ

イ
バ
ー
が
一
定
数
み
ら
れ
た

こ
と
も
あ
り
︑
生
活
習
慣
病

予
防
の
観
点
か
ら
不
摂
生
な

食
生
活
の
改
善
が
急
務
と
な

っ
て
い
た
︒

　

同
営
業
所
で
は
︑
令
和
４

年
か
ら
健
康
経
営
へ
の
取
り

組
み
を
開
始
し
︑
健
康
経
営

に
取
り
組
む
企
業
の
取
り
組

み
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
︑
全
国

健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん

ぽ
）
山
口
支
部
の
﹁
や
ま
ぐ

ち
健
康
経
営
企
業
認
定
制

　

同
営
業
所
で
は
健
康
経
営

へ
の
取
り
組
み
を
開
始
し
て

以
降
︑
従
業
員
参
加
型
の
様

々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き

た
︒

①
健
康
増
進
の
た
め
の
「
歩

数
チ
ャ
レ
ン
ジ
」「
な
わ
と
び

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
実
施

　

同
営
業
所
で
は
︑
山
口
県

が
提
供
す
る
︑
歩
数
計
機
能

が
付
き
︑
歩
い
た
距
離
に
応

じ
様
々
な
特
典
が
得
ら
れ
る

﹁
や
ま
ぐ
ち
健
幸
ア
プ
リ
﹂

を
活
用
し
︑
従
業
員
に
対
し

適
度
な
運
動
を
定
期
的
に
行

う
よ
う
促
し
て
い
る
︒

　

同
営
業
所
で
は
︑
山
口
県

が
実
施
し
て
い
る
﹁
や
ま
ぐ

ち
健
幸
チ
ャ
レ
ン
ジ
﹂
や
︑

光
市
が
実
施
し
て
い
る
﹁
み

ん
な
to
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業

　

チ
ー
ム
対
抗
ウ
ォ
ー
キ
ン

度
﹂
に
登
録
を
行
い
︑
認
定

を
受
け
た
︒

　

ま
た
︑
翌
５
年
に
は
﹁
健

康
経
営
優
良
法
人
２
０
２
３

（
中
小
規
模
法
人
部
門
）﹂

を
︑
さ
ら
に
６
年
に
は
同
部

門
の
上
位
５
０
０
社
に
適
用

さ
れ
る
﹁
ブ
ラ
イ
ト
５
０
０
﹂

の
認
定
を
受
け
て
い
る
︒

グ
ラ
リ
ー
﹂
な
ど
︑
同
ア
プ

リ
の
利
用
者
を
対
象
と
し
た

大
会
に
参
加
し
て
い
る
︒
同

大
会
で
は
︑
参
加
企
業
の
歩

数
の
平
均
を
競
い
︑
上
位
入

賞
企
業
に
は
商
品
が
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
る
︒
さ
ら
に
同
社

で
は
︑
１
か
月
で
30
万
歩
以

上
歩
い
た
従
業
員
に
対
し
︑

歯
の
健
康
も
健
康
維
持
の
基

本
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
︑

高
級
歯
ブ
ラ
シ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
︒

　

こ
う
し
た
大
会
に
率
先
し

て
参
加
す
る
健
康
意
識
が
高

い
従
業
員
が
い
る
一
方
で
︑

積
極
的
に
参
加
し
よ
う
と
し

な
い
従
業
員
も
み
ら
れ
た
と

い
う
︒
そ
こ
で
同
営
業
所
で

は
︑
従
業
員
全
員
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
も
ら
う
た
め
の
し

く
み
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
︒

最
近
で
は
︑
部
署
対
抗

で
１
か
月
間
の
歩
数
を

競
い
合
い
︑
各
部
署
か

ら
く
じ
引
き
で
５
人
を

選
び
︑
選
ば
れ
た
従
業

員
の
歩
数
の
合
計
で
勝

敗
を
決
め
る
よ
う
に
し

た
︒
率
先
し
て
歩
い
て

い
る
人
だ
け
で
は
な
く
︑

部
署
の
メ
ン
バ
ー
全
員

で
頑
張
ら
な
け
れ
ば
上

位
入
賞
が
期
待
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
︑
ル
ー
ル
を
変

更
し
て
か
ら
は
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
取
り
組
む
人
が
増

え
た
と
い
う
︒

　

一
方
︑
な
わ
と
び
を
活
用

し
︑
筋
肉
や
体
幹
を
鍛
え
る

﹁
な
わ
と
び
チ
ャ
レ
ン
ジ
﹂

も
独
自
に
行
っ
た
︒
ビ
ギ
ナ

ー
︑
ミ
ド
ル
︑
ア
ス
リ
ー
ト

の
各
コ
ー
ス
を
設
定
し
︑
参

加
し
た
従
業
員
は
各
自
選
ん

だ
コ
ー
ス
に
従
っ
て
︑
チ
ャ
レ

ン
ジ
期
間
中
に
毎
日
４
分
間

な
わ
と
び
を
飛
び
続
け
る
︒

目
標
を
達
成
で
き
た
従
業
員

に
対
し
て
は
︑
コ
ー
ス
の
難

易
度
に
応
じ
て
商
品
が
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
る
な
ど
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
が
与
え
ら
れ
る
︒

②
不
摂
生
予
防
・
食
生
活
見

直
し
の
た
め
の
「
○
○
我
慢

チ
ャ
レ
ン
ジ
」「
ま
ご
わ
や
さ

し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
実
施

　
﹁
○
○
我
慢
チ
ャ
レ
ン
ジ
﹂

で
は
︑参
加
者
に
１
か
月
間
︑

ス
ナ
ッ
ク
菓
子
や
カ
ッ
プ
麺
︑

フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
︑
糖
分
が

多
い
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
摂
取

を
我
慢
し
て
も
ら
い
︑
達
成

で
き
た
従
業
員
に
は
米
な
ど

の
商
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
︒

　

ま
た
︑
従
業
員
に
バ
ラ
ン

③
健
康
意
識
の
向
上
に
資
す

る
「
オ
フ
ィ
ス
で
や
さ
い
」
の

導
入

　

同
営
業
所
で
は
５
年
秋
か

ら
︑﹁
オ
フ
ィ
ス
で
や
さ
い
﹂

を
導
入
し
た
︒
こ
れ
は
︑
職

場
内
で
手
軽
に
健
康
的
な
食

事
を
提
供
す
る
福
利
厚
生
サ

ー
ビ
ス
で
︑
営
業
所
に
冷
蔵

庫
を
設
置
し
︑
フ
ル
ー
ツ
や

無
添
加
惣
菜
な
ど
を
提
供
す

る
も
の
︒
同
社
で
は
︑
パ
ウ

チ
タ
イ
プ
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
や

ヨ
ー
グ
ル
ト
飲
料
︑
果
物
ゼ

リ
ー
︑
果
物
ジ
ュ
ー
ス
︑
低

糖
質
の
パ
ン
な
ど
を
毎
週
月

曜
日
に
補
充
し
て
お
り
︑
補

充
さ
れ
る
た
び
に
食
べ
る
従

業
員
も
い
る
と
い
う
︒
な
お
︑

こ
れ
ら
の
食
品
は
会
社
が
一

部
費
用
負
担
し
て
お
り
︑
従

業
員
は
安
価
に
こ
れ
ら
の
食

品
を
購
入
で
き
る
︒

④
健
康
管
理
や
疾
患
予
防
に

役
立
つ
「
健
康
診
断
の
受
診

促
進
・
健
診
項
目
充
実
化
」

　

同
営
業
所
で
は
︑
健
康
診

断
の
際
に
眼
底
検
査
を
重
視

し
て
行
う
よ
う
に
し
て
い
る
︒

眼
底
検
査
は
︑
眼
球
の
奥
に

あ
る
眼
底
の
状
態
を
観
察
す

る
検
査
で
︑
緑
内
障
な
ど
の

目
の
病
気
を
早
期
発
見
で
き

る
︒
ま
た
︑
眼
底
は
直
接
的

に
血
管
を
観
察
で
き
る
場
所

で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
高
血
圧

症
や
糖
尿
病
と
い
っ
た
血
管

に
影
響
の
出
る
こ
と
の
あ
る

内
科
疾
患
の
早
期
発
見
に
も

繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
︒

　

ま
た
︑
来
年
度
か
ら
は
胃

が
ん
の
早
期
発
見
に
有
効
な

胃
カ
メ
ラ
検
査
も
取
り
入
れ

る
ほ
か
︑
希
望
者
に
は
脳
血

ス
の
取
れ
た
食
事
を
摂
っ
て

も
ら
い
た
い
と
の
思
い
か
ら
︑

﹁
ま
ご
わ
や
さ
し
い
チ
ャ
レ

ン
ジ
﹂
も
行
っ
た
︒﹁
ま
ご
わ

や
さ
し
い
﹂
と
は
健
康
食
の

秘
訣
で
︑ま
（
豆
類
）︑ご
（
ご

ま
）︑
わ
（
わ
か
め
︒
ひ
じ

き
や
昆
布
な
ど
の
海
藻
類
も

含
む
）︑や（
野
菜
）︑さ（
魚
）︑

し
（
し
い
た
け
︒
き
く
ら
げ

や
し
め
じ
︑
な
め
こ
な
ど
の

キ
ノ
コ
類
も
含
む
）︑
い
（
い

も
）
を
指
す
︒
同
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
は
︑
こ
れ
ら
の
う
ち
１

管
疾
患
の
リ
ス
ク
を
早
期
発

見
す
る
た
め
の
脳
ド
ッ
ク
も

受
け
さ
せ
る
と
い
う
︒

　

同
営
業
所
で
は
︑
健
診
の

結
果
︑
要
再
検
査
・
要
精
密

検
査
と
診
断
さ
れ
た
従
業
員

に
対
し
て
は
再
検
査
や
精
密

検
査
を
促
す
書
面
を
出
し
て

お
り
︑
病
院
で
再
検
査
な
ど

を
受
診
し
た
後
に
は
受
診
報

告
書
を
同
営
業
所
に
提
出
さ

せ
る
こ
と
を
徹
底
し
て
い
る
︒

同
営
業
所
に
お
け
る
再
検
査

・
精
密
検
査
の
受
診
率
は
ほ

ぼ
１
０
０
％
で
︑
従
業
員
に

健
康
の
大
切
さ
が
根
付
き
つ

つ
あ
る
︒

　

一
方
で
︑
今
年
同
社
に
入

社
し
た
54
歳
の
ド
ラ
イ
バ
ー

は
︑
入
社
前
健
診
の
結
果
︑

全
て
の
歯
が
欠
損
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
︒
内
藤
常

務
は
︑
前
述
の
通
り
歯
の
健

康
は
体
の
健
康
の
基
本
で
あ

る
と
の
認
識
の
も
と
︑
歯
の

健
康
の
重
要
性
を
従
業
員
に

対
し
て
繰
り
返
し
訴
え
て
い

き
た
い
と
し
て
い
る
︒

　
﹁
歯
科
疾
患
は
食
生
活
や

社
会
生
活
な
ど
に
支
障
を
来

す
だ
け
で
な
く
︑
全
身
の
健

⑤
社
内
報
「
健
康
だ
よ
り
」

の
発
行

　

同
営
業
所
で
は
今
年
４
月

か
ら
︑
健
康
経
営
の
一
環
と

し
て
社
内
報﹁
健
康
だ
よ
り
﹂

（
写
真
㊧
）
の
発
行
を
始
め

た
︒

　

社
内
報
は
︑
従
業
員
の
健

康
に
対
す
る
意
識
向
上
を
目

的
に
発
行
し
て
お
り
︑
５
月

は
大
型
連
休
明
け
に
起
こ
る

体
調
や
メ
ン
タ
ル
不
調
な
ど

の
﹁
５
月
病
﹂︑
６
月
は
気
象

の
変
化
に
よ
る
自
律
神
経
の

乱
れ
な
ど
が
原
因
で
起
こ
る

従
業
員
が
少
な
く
な
く
︑
目

標
を
達
成
で
き
た
人
は
多
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒
し
か

し
︑
１
度
の
失
敗
で
諦
め
ず

に
︑
従
業
員
が
誰
で
も
簡
単

に
参
加
で
き
る
様
々
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
立
案
し
︑

実
行
に
移
し
て
い
く
こ
と
で
︑

従
業
員
の
多
く
が
﹃
会
社
が

自
分
た
ち
の
健
康
づ
く
り
を

一
生
懸
命
考
え
て
く
れ
て
い

る
﹄
と
思
っ
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
﹂（
内
藤
祐

也
常
務
取
締
役
）

﹁
天
気
痛
﹂︑
９
月
は
気
温

差
に
体
が
適
応
で
き
ず
に
生

じ
る﹁
寒
暖
差
疲
労
﹂な
ど
︑

季
節
に
応
じ
た
テ
ー
マ
で
制

作
し
て
い
る
︒

　
﹁
健
康
づ
く
り
の
大
切
さ

を
意
識
し
て
い
る
従
業
員

は
︑
率
先
し
て
様
々
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
い
る
一
方
で
︑
健
康
へ
の
意

識
が
乏
し
い
従
業
員
は
チ
ャ

レ
ン
ジ
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

な
い
た
め
︑
こ
う
し
た
従
業

員
に
対
し
て
健
康
を
意
識
さ

せ
る
た
め
の
施
策
と
し
て
社

内
報
の
発
行
に
踏
み
切
り
ま

し
た
︒
社
内
報
は
︑
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
を
通
じ
て

全
従
業
員
に
送
信
し
て
お

り
︑
誰
が
社
内
報
を
読
ん
だ

か
が
分
か
る
し
く
み
に
し
て

い
ま
す
︒
社
内
報
を
読
ん
で

い
な
い
従
業
員
に
対
し
て
は
︑

社
内
報
を
読
む
よ
う
に
︑
積

極
的
に
声
が
け
を
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
﹂（
総
務
課

　

川
畑
育
美
氏
）

⑥
マ
ネ
ー
セ
ミ
ナ
ー
等
の
勉
強

の
機
会
を
設
け
る
（
社
会
的

に
健
康
に
な
る
）

　

同
営
業
所
で
は
︑﹁
安
定

し
た
生
活
が
心
と
体
の
健
康

に
繋
が
る
﹂と
の
観
点
か
ら
︑

お
金
に
対
す
る
教
育
も
実
施

し
て
い
る
︒﹁
な
ぜ
投
資
が
必

要
な
の
か
﹂︑﹁
資
産
形
成
に

繋
が
る
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
少
額
投

資
非
課
税
制
度
）
や
ｉ
Ｄ
ｅ

Ｃ
ｏ
（
個
人
型
確
定
拠
出
年

金
）﹂
な
ど
︑
知
っ
て
お
く
と

将
来
の
資
金
形
成
に
役
に
立

つ
セ
ミ
ナ
ー
を
定
期
的
に
実

施
し
て
い
る
︒

　
﹁
経
済
的
な
安
定
は
︑
心

の
平
穏
と
生
活
の
安
定
を
支

え
る
重
要
な
も
の
で
す
︒
し

か
し
︑
特
に
若
い
従
業
員
の

多
く
は
︑
ま
だ
経
済
的
な
安

定
の
重
要
性
に
気
付
い
て
い

ま
せ
ん
︒
同
セ
ミ
ナ
ー
を
通

じ
て
若
い
従
業
員
た
ち
に
経

済
的
な
安
定
の
重
要
性
に
い

ち
早
く
気
付
い
て
も
ら
い
︑

資
産
形
成
に
取
り
組
ん
で
も

ら
い
た
い
と
の
思
い
で
︑
マ

ネ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て

い
ま
す
﹂（
内
藤
常
務
）

　

多
彩
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
イ
ベ

ン
ト
の
実
施
と
健
診
受
診
の

徹
底
な
ど
を
通
じ
て
体
の
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
む
だ
け

で
な
く
︑
将
来
へ
の
不
安
を

払
し
ょ
く
す
る
こ
と
で
心
の

健
康
づ
く
り
に
も
注
力
し
て

い
る
同
営
業
所
︒
内
藤
常
務

は
︑
今
後
も
様
々
な
取
り
組

み
を
通
じ
て
︑
心
と
体
の
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
し
て
い
る
︒

　
﹁
健
康
経
営
へ
の
取
り
組
み

を
通
じ
て
︑
従
業
員
の
意
識

は
徐
々
に
変
わ
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
︒
次
代
を
担

う
若
い
従
業
員
に
は
︑
体
の

健
康
だ
け
で
な
く
心
の
健
康

づ
く
り
に
も
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
︒
一
方
で
︑
中
高
年
の

ド
ラ
イ
バ
ー
の
中
に
は
ま
だ

健
康
へ
の
意
識
が
そ
れ
ほ
ど

高
く
な
い
人
も
い
る
た
め
︑

今
後
も
様
々
な
施
策
を
通
じ

て
健
康
へ
の
意
識
を
変
え
る

た
め
の
努
力
を
重
ね
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
﹂（
同
）

（
取
材
協
力
）
㈱
光
運
送　

内
藤
祐
也
常
務
取
締
役
、
総

務
課　

川
畑
育
美
氏

康
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒

ま
た
︑
歯
の
健
康
を
保
つ
こ

と
は
︑
食
事
や
会
話
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
な
ど
︑
豊

か
な
人
生
を
送
る
た
め
の
基

礎
と
な
る
も
の
で
も
あ
り
ま

す
︒
歯
を
失
う
原
因
は
︑
喫

煙
︑
進
行
し
た
歯
周
病
︑
不

適
切
な
歯
磨
き
な
ど
様
々
考

え
ら
れ
ま
す
︒
健
康
診
断
と

併
せ
て
定
期
的
に
歯
科
検
診

を
受
診
し
て
も
ら
い
︑
早
め

に
歯
科
治
療
を
受
け
る
こ
と

で
︑
歯
を
失
わ
ず
に
済
み
ま

す
︒
今
後
も
様
々
な
機
会
を

通
じ
︑
従
業
員
に
対
し
て
歯

の
大
切
さ
を
説
明
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
﹂（
同
）

日
当
た
り
３
種
類
を
選

ん
で
も
ら
い
︑
食
事
に

取
り
入
れ
て
も
ら
う
よ

う
に
し
た
︒

　
﹁﹃
歩
数
チ
ャ
レ
ン
ジ
﹄

な
ど
︑
営
業
所
全
員
で

取
り
組
む
よ
う
に
な
っ

た
チ
ャ
レ
ン
ジ
イ
ベ
ン

ト
が
あ
る
一
方
で
︑﹃
な

わ
と
び
チ
ャ
レ
ン
ジ
﹄

は
開
始
か
ら
１
か
月
ほ

ど
し
か
続
か
ず
︑
ま
た

﹃
○
○
我
慢
チ
ャ
レ
ン

ジ
﹄
も
隠
れ
て
お
菓
子

な
ど
を
食
べ
て
し
ま
う

株式会社光運送
（代表取締役　内藤芳弘）

所在地	 （本社）
	 山口県光市三井 8-7-11
	 （武田構内営業所）
	 山口県光市光井字武田 2520-1

資本金	 1,000 万円

創　業	 昭和 32 年 7月

設　立	 平成 17 年 5月

従業員数	 44 人（武田構内営業所 34 人）

ドライバー数	 20 人（同 16 人）

車両数	 26 台（同 20 台）

同社の武田構内営業所では、「安定した生活が心と体の健康に繋がる」との観点か
ら、マネーセミナー等の勉強の機会を設けている

内藤　祐也
常務取締役

総務課
川畑　育美氏

「
や
ま
ぐ
ち
健
幸
ア
プ
リ
」
を
活
用
し
た

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
に
も
積
極
的
に
参
加
し

て
い
る

健
診
の
結
果
、
要
再
検
査
等
と
診
断
さ
れ
た

従
業
員
に
対
し
て
は
、
書
面
を
出
し
て
受
診

を
促
し
て
い
る

職
場
内
で
手
軽
に
健
康
的
な
食
事
を

提
供
す
る
「
オ
フ
ィ
ス
で
や
さ
い
」

健康だより 月号

朝晩と日中の気温差が目立つようになりました。秋は天気の変化と 日の寒暖差がとても大きい季節
です。気候の変化から体調不良を起こしやすくなります。元気な秋を過ごすために、睡眠・食事・運動に
ついて少し気にかけてみましょう。

～～～イネサスについてのお知らせ～～～
ミスタードーナツのクーポンが増えてましたね・・・！
下松店はまだ対応していない（？）みたいだったので今後に期待～～～。
見つけた方は教えてくださいね。
イネサスアプリより、 月版イネサスだよりがご覧になれます。秋特集になっ
てますので、これからのお出かけに良い情報が手に入りそうですよ～～～。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

①①心心地地よよいい睡睡眠眠環環境境をを整整ええるる

寝具や布団を適切に調節し、温かくて快適な睡眠を心掛けましょう。寝る前にリラックスする習慣を
作ってみましょう。携帯電話を寝る 分前に手放すようにしてみたら、睡眠の質が変わるかもしれま
せんね。

②②食食事事でで季季節節のの変変化化にに対対応応すするる

季節の変わり目は食生活にも注意が必要です。新鮮な季節の食材を取り入れて栄養バランスのと
れた食事を心掛けましょう。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

③③適適度度なな運運動動をを続続けけるる

真夏の暑さが和らぎ、運動しやすい気候になります。運動は健康を保つためにとても重要です。適
度な運動を続けることで、免疫力の向上やストレスの軽減に繋がります。今月もウォーキングチャレ
ンジ月間です。意識的に歩くようにしましょう。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

若
い
従
業
員
に
長
く
働
い
て
も
ら
う
た
め
に

健
康
経
営
へ
の
取
り
組
み
に
踏
み
出
す

第
26
回  

株
式
会
社
光
運
送
（
山
口
県
光
市
）

　

従
業
員
が
健
康
で
長
く
働
く
こ
と
の

で
き
る
職
場
づ
く
り
は
︑
会
社
の
事
業

を
継
続
さ
せ
て
い
く
た
め
の
最
も
重
要

な
取
り
組
み
で
あ
る
と
い
え
ま
す
︒
し

か
し
な
が
ら
︑
近
年
我
が
国
に
お
い
て

過
労
死
等
が
多
発
し
て
大
き
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
な
ど
︑
職
場
に
お
け

る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
や
︑
過
重
労

働
に
よ
る
健
康
障
害
防
止
対
策
は
︑
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

　

そ
こ
で
︑
本
企
画
で
は
︑﹁
健
康
職

場
づ
く
り
﹂
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
事
例
な

ど
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
︒

　

今
回
は
︑
山
口
県
光
市
の
株
式
会
社

光
運
送
（
内
藤
芳
弘
代
表
取
締
役
）
に

お
け
る
取
り
組
み
で
す
︒

いきいきと働くことのできるトラック運送業界を目指して

チ
ャ
レ
ン
ジ
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
健
康
増
進
へ

チ
ャ
レ
ン
ジ
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
健
康
増
進
へ

様
々
な
施
策
を
通
じ
て
健
康
へ
の
意
識
を
高
め
る

「「健康職場健康職場づくりづくり」」
    事 業 者 訪 問事 業 者 訪 問

健
康
へ
の
意
識
高
揚
に
繋
げ
る
た
め
に

従
業
員
参
加
型
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

健
診
項
目
を
充
実
化
さ
せ
て
病
気
の
早
期
発
見
へ

要
再
検
査
者
に
は
書
面
を
出
し
て
受
診
促
す

健
康
へ
の
裾
野
を
よ
り
一
層
広
げ
る
た
め
に

新
た
に
社
内
報
「
健
康
だ
よ
り
」
を
発
行


